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2020年度

発想力

鉛筆デッサン

平面構成

小論文

デザイン学科・実技試験 

デッサン（ドローイング） ／ 油彩画

美術学科（絵画）・実技試験 

石膏デッサン ／ 塑　造

美術学科（彫刻）・実技試験 

一 般 入学試 験  実 技 試 験 問 題・参 考 解 答

※2019年度以前の実技試験問題・参考解答は、下記の本学webサイトを参照してください。

https://www.zokei .ac . jp/admission/pastquestions/

学　部 学　科

デザイン

造　形

美　術

募集人員 専攻領域

グラフィックデザイン

写　真

映画・映像

アニメーション

メディアデザイン

室内建築

インダストリアルデザイン

テキスタイルデザイン

絵　画

彫　刻
5名

14名

◎外国から出願する場合は、締切日必着とします。

出願期間1
2020年10月1日（木） ～ 10月7日（水） 郵送受付（消印有効）

入学検定料3 30,000円

① 3年次編入学試験願書 （本学所定用紙）

② 3年次編入学試験出願用紙（本学所定用紙）

③ 出願資格を証明する書類および成績証明書等

④ 入学検定料（入学検定料納入証明書貼付用紙）

⑤ ポートフォリオ

出願書類2

出願書類に基づく書類審査により面接選考対象者を決定し、書類審査と面接選考を総合的に判定し合格者を決定します。

出願書類に基づき書類審査を行い、面接選考対象者を決定します。

書類審査結果発表1

2020年 11月12日（木）

面接選考2
2020年 11月28日（土）

2021年 1月6日（水）2020年 12月3日（木）

3年次編入学試験

募集人員

出願手続

合格発表 入学手続／納付金納入期限

選考方法・日程

◎詳細については、「2021年度 3年次編入学試験 学生募集要項」でご確認ください。

外国籍の者（日本の高等学校等を卒業した者は除く）が出願する場合、出願資格に加え、出願条件として、出願時までに日本語能力試
験（JLPT）でN2以上に合格していること、または日本留学試験（EJU）「日本語（読解、聴解・聴読解のみ。記述を除く）」で240点以上を
取得していることが必要です。



作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

デザイン学科・実技試験

発想力 3時間

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

問  題
「都市の空」という言葉から、作品や提案のアイデアを考え、
以下の問いに答えなさい。

1 . 持参した資料や図版を見て解答することを禁止する。

1 . 禁止事項にあたると判断された場合には減点の対象となるので注意
すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票を解答用紙の所定の位
置に貼ること。

鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り、色鉛筆、カラーマーカー（コ
ピックなど）、蛍光ペン、ものさし、三角定規、コンパス、画鋲またはクリップ

アイデアを文字とビジュアル（イラストや図など）で解答欄①に表現しなさい。

文字とビジュアルのどちらの分量が多くてもかまいません。

アイデアを簡潔にまとめた文章を140文字以内で解答欄②に記入しなさい。

アイデアに20文字以内でわかりやすいタイトルを付け、解答欄③に記入しなさい。

問1

問2

問3

a . 問題用紙

b . 解答用紙（ケント紙・Ｂ3判）

c . その他

     1 . 下書き用紙（上質紙・Ｂ4判）

     2 . 名票

     3 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）

1枚

1枚

2枚

1枚

1個

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

考えるための方向性（目的）を以下の中から一つ設定すること。 
 ・ くらしや社会がより良くなる 
・ 身の回りの問題があきらかになる 
・ わたしの関心・インスピレーションを表現する 

条　件

発想力を主体とし、併せて発想を展開させるための思考力・判断力、

および人に伝えるための表現力までを測る試験です。

作問意図

1．問題と条件に沿って、解答者の視点や着眼点がしっかり置かれているか。

2．独創的な発想ができているか。

3．発想したアイデアを展開させ、膨らませることができているか。

4．膨らませたアイデアを整理してまとめることができているか。

5．アイデアや展開をうまく表現して伝達できているか。

6．アイデアや展開を人に伝えるための工夫がなされているか。

7．全ての解答欄が埋められているか。

8．「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

※評価に際しては、評価のポイントの1.および2.を特に重視します。
※すべての解答欄について、アイデアや展開を伝えるための表現として充足

されていれば、文字や絵の分量および絵の巧拙は問いません。

評価のポイント

※2021年度入試から実施する実技試験です。
下記の問題および参考解答は実際に出題したもの
ではなく参考として作成したものです。

“都会で空の存在を再発見する”という着想で終わることなく、それを一つの物語の
人物の心理にまで展開させている。特異な舞台設定がリアリティの構築を難しくさせ
ているが、愚直な筆致とアクロバティックな発想が力強い。

教員講評
この課題を与えられて、私自身、都会を歩いている時に空を見上げたり空を見上げて
いる人を見たことがないことに気付いた。みんな急いでいて景色を見る余裕がないよ
うだ。この物語の主人公も仕事や日々の生活に追われ、死んでからそのことに気付
く。無機質で閉塞感のある都会を描いた作品である。

空のない東京

使用者の発する「音声」からその時々の感情を判断し、象徴的な「空模様」として映
し出すことを目的とした間接照明器具のアイデア表現。都市で暮らす人たちに向け
た、使い方や効果に関する明瞭な表現を評価した。

教員講評
目まぐるしく動く時間の中で都会人は自分の感情を空模様で表すだろうか。昔は乙
女心は秋の空などと感情を空の様子に例えていたが今の都会人は街にモチーフが
多すぎるために空を意識的に見ない。そこで、日常的に空を感じて心を豊かにする自
分だけの空 “Feeling Light”を提案する。

私だけの空 “Feeling Light”



作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント
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独創的な空のイメージを中心に据えつつ、そこから世界観と物語、ハイライトシーンま
でをしっかりと設定し構成した。加えてそこに、現代都市の日常的な問題を織り交ぜ、
企画の説得力を一層強いものとしている。その発想のオリジナリティと着地の確かさ
を評価した。

教員講評
或る都市では人生60年と言われ、還暦を迎えた人はその都市で一番高く建てられ
た塔の上に立ち、自分の子に背を押されながら人生の幕を閉じることが一番幸せな
ことだとされている。そんな都市を舞台に日本が直面している貧困や高齢化問題、そ
して親子の絆とは何なのかを15分の短編アニメで描きたい。

空とぶ海老たち

自然の情景である空を「美術作品」と捉え、建築物の開口部を「額縁」とすることで
新たな鑑賞体験の提供を目的にしたアイデア表現。着想を鑑賞のための空間的な
アイデア展開として提示できたことを評価した。

教員講評
空は毎日姿を変えている。雲の形も空の色も光の量も毎日違う。空は都会でも楽し
める自然の美術作品のようである。その美術作品に建物で額縁を作れば、都会で生
活する人々に空を眺める時間を提供できないかと考えた。ビルの屋上や街の中に設
置して好きな時に空を見に行ってもらいたい。

空の美術館、建物で空に額縁をつける

空を捉える視点として「石(≒レンズ・記録媒体)」を設定し、自然と人の営みの関係
(のデータ)を長大な時間軸で表現しようとしたその発想を評価。町と街/石と鉄/石と
SDカード…等、課題の言葉を変奏する詩的な言語感覚も面白い。

教員講評
町にあるひとつの石は、その町ができる前からその場所にあった。全てを見て、全てを
感じてきて、また、町と共に生きていた。その石には、長時間露光されたデータのよう
に全てが写し出され、刻まれていた。
街には石は無かった。そこにはまだデータの無いSDカードがひとつ。

雨垂れ石を穿つ

普段見上げている空を見下ろし、体験者が巨大な釣り人になるなど、さまざな関係性
の変換が、他に見られないユニークなアイデアだ。単に面白いだけでなく、具体的な
街の活性化にも繋げているところが、さらに素晴らしい。

教員講評
都市部の観光スポットやグルメは、ランキング化されており、ランキング外だと目立た
ない。マチつりは、まるで雲の上にいる感覚で釣りをすると、隠れた名店、観光スポッ
トが釣れる体験型ゲーム。がんばって釣ったお店や場所に愛着が湧き、行ってみた
い気持ちにさせることができる。

隠れた名店、名所が釣れるマチつり
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街の活性化にも繋げているところが、さらに素晴らしい。

教員講評
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問  題
配付した素材を、条件の範囲で自由に配置し、
解答用紙に鉛筆でデッサンしなさい。

禁止事項

注　意

持参用具

1 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。

2 . 水、フィクサチーフを使用することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減

点の対象となるので注意すること。

2 . 素材の交換はしません。

3 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票を解答用紙裏面の所

 定の位置に貼ること。

鉛筆デッサン用具一式

画鋲またはクリップ

条　件

配 付 物

1 . 配付物c.5の色紙は机に置き、他の素材c.1～c.4をその上に配置する

こと。

2 . 素材c.1～c.4はc.5の上からはみ出してもよい。

3 . 解答用紙は、横向きで使用すること。

a . 問題用紙

b . 解答用紙（画用紙・Ｂ3判）

c . 素材

     1 . ビーカー

     2 . ふきん

     3 . 試験管用ブラシ

     4 . 試験管はさみ

     5 . 色紙（B４判）

d . その他

     1 . 下描き用紙（上質紙・Ｂ4判）

     2 . 名票

     3 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）

     4 . 画板

1枚

1枚

1個

1枚

1本

1個

1枚

1枚

1枚

1個

1枚

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

各素材の特質を活かしながらバランスよく構成するとともに、素材の

形態と大きさ、質感や色の違いが的確に表現できているかを問います。

作問意図

○画面全体がバランスよく構成され、奥行きや空間が表現できているか。

○個々の素材の構造、形態、大きさ、質感や色の違いが的確に表現できて

いるか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

c . 素材

デザイン学科・実技試験

鉛筆デッサン 3時間

ビーカーを中心に他のモチーフの特性を捉えた静と動の調和のとれた構成に
仕上がっており、魅力的な構図である。全てのモチーフの形態と陰影は丁寧に
描写されているが、素材の表現が多少弱いところが見受けられる。

教員講評

それぞれのモチーフの形態をしっかりと捉えられており、ふきんを効果的に使っ
た動きのある構成となっている点が評価できる。力強いタッチではあるが、素材
の質感や陰影の描写が表現しきれてないところは残念である。

教員講評



問  題
配付した素材を、条件の範囲で自由に配置し、
解答用紙に鉛筆でデッサンしなさい。

禁止事項

注　意

持参用具

1 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。

2 . 水、フィクサチーフを使用することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減

点の対象となるので注意すること。

2 . 素材の交換はしません。

3 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票を解答用紙裏面の所

定の位置に貼ること。

鉛筆デッサン用具一式

画鋲またはクリップ

条　件

配 付 物

1 . 配付物c.5の色紙は机に置き、他の素材c.1～c.4をその上に配置する

こと。

2 . 素材c.1～c.4はc.5の上からはみ出してもよい。

3 . 解答用紙は、横向きで使用すること。

a . 問題用紙

b . 解答用紙（画用紙・Ｂ3判）

c . 素材

     1 . ビーカー

     2 . ふきん

     3 . 試験管用ブラシ

     4 . 試験管はさみ

     5 . 色紙（B４判）

d . その他

     1 . 下描き用紙（上質紙・Ｂ4判）

     2 . 名票

     3 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）

     4 . 画板

1枚

1枚

1個

1枚

1本

1個

1枚

1枚

1枚

1個

1枚

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

各素材の特質を活かしながらバランスよく構成するとともに、素材の

形態と大きさ、質感や色の違いが的確に表現できているかを問います。

作問意図

○画面全体がバランスよく構成され、奥行きや空間が表現できているか。

○個々の素材の構造、形態、大きさ、質感や色の違いが的確に表現できて

いるか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

c . 素材

デザイン学科・実技試験

鉛筆デッサン 3時間

ビーカーを中心に他のモチーフの特性を捉えた静と動の調和のとれた構成に
仕上がっており、魅力的な構図である。全てのモチーフの形態と陰影は丁寧に
描写されているが、素材の表現が多少弱いところが見受けられる。

教員講評

それぞれのモチーフの形態をしっかりと捉えられており、ふきんを効果的に使っ
た動きのある構成となっている点が評価できる。力強いタッチではあるが、素材
の質感や陰影の描写が表現しきれてないところは残念である。

教員講評



モチーフの特性を考えて積極的な構成を試みているが、全体的に小さくこじん
まりとした構図になっているところは惜しい点である。また、モチーフの形態が
曖昧なところが見受けられるが、全体的な空気感は良く表現できている。

教員講評

ふきんが効果的に使用されていないところはもったいなく思うが、力強いタッ
チとパースの効いた構成により、迫力のある空気感を表現しようとしている。
ビーカーの底部が曖昧な表現となっており残念である。

教員講評

全体のモチーフがバランスよく構成されており、落ち着いた調和のとれた空気
感が表現されている。全てのモチーフの形態と質感、そして陰影が丁寧に書き
分けられており、描写力の高さが覗える。

教員講評

大胆な構成ではなくインパクトには欠けるが、モチーフが整然とバランス良く配
置されており、それぞれの素材の質感や陰影を丁寧に表現できている。ビー
カーの形態に違和感があるが、全体的に凛とした空気感が表現できている。

教員講評



モチーフの特性を考えて積極的な構成を試みているが、全体的に小さくこじん
まりとした構図になっているところは惜しい点である。また、モチーフの形態が
曖昧なところが見受けられるが、全体的な空気感は良く表現できている。

教員講評

ふきんが効果的に使用されていないところはもったいなく思うが、力強いタッ
チとパースの効いた構成により、迫力のある空気感を表現しようとしている。
ビーカーの底部が曖昧な表現となっており残念である。

教員講評

全体のモチーフがバランスよく構成されており、落ち着いた調和のとれた空気
感が表現されている。全てのモチーフの形態と質感、そして陰影が丁寧に書き
分けられており、描写力の高さが覗える。

教員講評

大胆な構成ではなくインパクトには欠けるが、モチーフが整然とバランス良く配
置されており、それぞれの素材の質感や陰影を丁寧に表現できている。ビー
カーの形態に違和感があるが、全体的に凛とした空気感が表現できている。

教員講評



デザイン学科・実技試験

平面構成 3時間

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

問  題
条件にしたがって、「光」をテーマに自由な発想で美しい平面を構成しなさい。
また、どのような「光」を想定したのか、解答用紙左下の枠内に15字以内で
タイトルを記入しなさい。

1 . 持参した資料や図版、配色カード（市販品・自製品）を見て解答するこ

　  とを禁止する。

2 . スプレー式彩色用具の使用を禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減

　  点の対象となるので注意すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票を解答用紙の所定の

 位置に貼ること。

平面構成用具一式

［鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り、ものさし、三角定規、自在定

規、雲形定規、コンパス、烏口、ガラス棒、溝引き、マスキングテープ、マスキング

シート、筆、筆洗、筆ふき、絵具皿またはパレット、ポスターカラーまたはアクリル

ガッシュ、画鋲またはクリップなど］

1 . 解答用紙の枠内にテーマを感じさせるイメージを自由に表現すること。

2 . 解答用紙の枠内はすべて彩色すること。

3 . 彩色に使用する色数は自由とする。なお、白を使用する場合は必ず白色

で彩色すること。また、どの色もニジミやボカシなどのないよう、ムラなく彩

色すること。

4 . タイトルは鉛筆で記入すること。

a . 問題用紙

b . 解答用紙（ケント紙・Ｂ3判）

c . その他

     1 . 下描き用紙（上質紙・Ｂ4判）

     2 . 名票

     3 . 画板

1枚

1枚

2枚

1枚

1枚

疎密をうまく利用した大胆な構成で、タイトルの「あふれ出る」光を表す色彩や
形態が独特である。色彩では補色、形態では丸みと鋭さという相対関係をうま
く使いながら、画面の緊張感を演出している。

教員講評

禁止事項

注　意

持参用具

条　件

配 付 物

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

「光」というテーマからどのような形や色のイメージをつくり出せるか。

その発想力と独創性、構成力を問います。

また、さまざまな「光」の中から、どのような「光」を想定したのか、タイトル

として言語化する能力を問います。

作問意図

○テーマが明確に表現されているか。

○発想力や独創性に富んでいるか。

○指定の字数以内で、解答にふさわしいタイトルが明記されているか。

○構成にふさわしい配色ができているか。

○彩色が丁寧に行われているか。

○「条件」が満たされているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

タイトル
あふれ出る光

タイトルの情景を表現するために、光源や反射、明暗など、光の特性を意識し
た大胆で勢いのある構成である。メリハリのある色彩とともに、幾何図形を用
いて抽象化した形態がとても魅力的だ。

教員講評タイトル
窓からさしこむ日光



デザイン学科・実技試験

平面構成 3時間

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

問  題
条件にしたがって、「光」をテーマに自由な発想で美しい平面を構成しなさい。
また、どのような「光」を想定したのか、解答用紙左下の枠内に15字以内で
タイトルを記入しなさい。

1 . 持参した資料や図版、配色カード（市販品・自製品）を見て解答するこ

　  とを禁止する。

2 . スプレー式彩色用具の使用を禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減

　  点の対象となるので注意すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票を解答用紙の所定の

　  位置に貼ること。

平面構成用具一式

［鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り、ものさし、三角定規、自在定

規、雲形定規、コンパス、烏口、ガラス棒、溝引き、マスキングテープ、マスキング

シート、筆、筆洗、筆ふき、絵具皿またはパレット、ポスターカラーまたはアクリル

ガッシュ、画鋲またはクリップなど］

1 . 解答用紙の枠内にテーマを感じさせるイメージを自由に表現すること。

2 . 解答用紙の枠内はすべて彩色すること。

3 . 彩色に使用する色数は自由とする。なお、白を使用する場合は必ず白色

で彩色すること。また、どの色もニジミやボカシなどのないよう、ムラなく彩

色すること。

4 . タイトルは鉛筆で記入すること。

a . 問題用紙

b . 解答用紙（ケント紙・Ｂ3判）

c . その他

     1 . 下描き用紙（上質紙・Ｂ4判）

     2 . 名票

     3 . 画板

1枚

1枚

2枚

1枚

1枚

疎密をうまく利用した大胆な構成で、タイトルの「あふれ出る」光を表す色彩や
形態が独特である。色彩では補色、形態では丸みと鋭さという相対関係をうま
く使いながら、画面の緊張感を演出している。

教員講評

禁止事項

注　意

持参用具

条　件

配 付 物

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

「光」というテーマからどのような形や色のイメージをつくり出せるか。

その発想力と独創性、構成力を問います。

また、さまざまな「光」の中から、どのような「光」を想定したのか、タイトル

として言語化する能力を問います。

作問意図

○テーマが明確に表現されているか。

○発想力や独創性に富んでいるか。

○指定の字数以内で、解答にふさわしいタイトルが明記されているか。

○構成にふさわしい配色ができているか。

○彩色が丁寧に行われているか。

○「条件」が満たされているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

タイトル
あふれ出る光

タイトルの情景を表現するために、光源や反射、明暗など、光の特性を意識し
た大胆で勢いのある構成である。メリハリのある色彩とともに、幾何図形を用
いて抽象化した形態がとても魅力的だ。

教員講評タイトル
窓からさしこむ日光



自由曲線をメインにしながらも直線を効果的に用いた、動きを感じる構成であ
る。光の乱反射を抽象的に表現しようとしており、色面の分割や色彩も優れて
いるが、タイトルを含めそれが伝わるのか疑問が残る。

教員講評
発想としては単純だが、光を表す形や色彩に独自性を感じる構成である。ただ
し、画面全体を考慮した上での構図や配色については、もう少し工夫が必要で
あろう。タイトルにももう少しアイデアが欲しい。

教員講評タイトル
山頂からあふれ出す朝の光

タイトル
太陽が反射してかがやく光

ポップな色調とタイトルを含む不気味さが良い対比になっており、構図や色
彩のバランスも優れた構成である。UFOを光とともに表現しているが、あえ
てそれを記入せず、想像を膨らませるタイトルにしたのが良い。

教員講評タイトル
私たちをさがしている光 色数が少なく単調に感じるものの、想定したモチーフを表現するための狙いが

明確な作品である。モチーフ個々の異なる動きを想起させる形に特徴があり、
光の軌跡のイメージがうまく演出されている。

教員講評タイトル
清水にすむ蛍の光



自由曲線をメインにしながらも直線を効果的に用いた、動きを感じる構成であ
る。光の乱反射を抽象的に表現しようとしており、色面の分割や色彩も優れて
いるが、タイトルを含めそれが伝わるのか疑問が残る。

教員講評
発想としては単純だが、光を表す形や色彩に独自性を感じる構成である。ただ
し、画面全体を考慮した上での構図や配色については、もう少し工夫が必要で
あろう。タイトルにももう少しアイデアが欲しい。

教員講評タイトル
山頂からあふれ出す朝の光

タイトル
太陽が反射してかがやく光

ポップな色調とタイトルを含む不気味さが良い対比になっており、構図や色
彩のバランスも優れた構成である。UFOを光とともに表現しているが、あえ
てそれを記入せず、想像を膨らませるタイトルにしたのが良い。

教員講評タイトル
私たちをさがしている光 色数が少なく単調に感じるものの、想定したモチーフを表現するための狙いが

明確な作品である。モチーフ個々の異なる動きを想起させる形に特徴があり、
光の軌跡のイメージがうまく演出されている。

教員講評タイトル
清水にすむ蛍の光



デザイン学科・実技試験

小論文 3時間

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

問  題 配付した資料を読んで、以下の問いに答えなさい。

問. 資料は、英日翻訳者が自分の仕事について述べた文章です。この執筆者の視点を、あなたが目指す専門領域に関連
づけた場合、どのように考えられますか。　
1200文字以内で論じなさい。

資
料（
課
題
文
）

自身の服に関する経験談を実例に挙げなが
ら、服と人間の関係性や現代社会の様相を分
かりやすく簡潔に述べている。結論部では主
張を飛躍させ、テキスタイルデザインの可能性
を示唆した秀逸な解答になっている。

教員講評

参考解答

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

資料を深く読み解き、著者の考えを出発点に自分の考えをまとめ、

それを的確に文章で表現する能力を問います。

作問意図

○日本語の基礎的な読解能力はあるか。

○解答の作成において、自分の考えをまとめ、それを表現する感性と技術を

持っているか。

○解答において、独創性があるか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント
1 . 持参した資料を見て解答することを禁止する。
2 . 下敷き、電動消しゴムを用いることを禁止する。

1 . 解答文は縦書きとする。
2 . 鉛筆はHBまたはＢを用いること。

鉛筆またはシャープペンシル（HBもしくはB）
消しゴム、鉛筆削り

鴻巣友季子（こうのす・ゆきこ）
『翻訳ってなんだろう？ あの名作を訳してみる』
ちくまプリマー新書301（２０１８年）

a . 問題用紙

b . 解答用紙

c . 資料

d . 下書き用紙 （原稿用紙・Ａ４判）

1枚

1枚

2枚つづり

4枚

配付物

禁止事項

注　意

資料出典

持参用具

初
め
に
筆
者
の
主
張
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
。

翻
訳
と
は
、他
者
が
う
み
出
し
た
作
品
、つ
ま

り
世
界
を
、自
分
の
存
在
を
利
用
し
て
体
験
す

る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、他
者
の
世
界
を
生
き

る
こ
と
に
挑
め
ば
、そ
れ
ま
で
見
え
て
い
な

か
っ
た
新
た
な
世
界
を
見
る
こ
と
だ
っ
て
出

来
る
。そ
ん
な
一
見
無
茶
な
こ
と
を
す
る
、そ

れ
が
翻
訳
家
の
仕
事
で
あ
る
。資
料
全
体
を
通

し
て
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
を
読
み
終
え
た
時
、私
が
真
っ
先

に
思
い
出
し
た
言
葉
が
あ
る
。「
服
は
い
つ

だ
っ
て
そ
の
人
と
共
に
あ
る
。嬉
し
い
思
い
出

も
、悲
し
い
思
い
出
も
、服
は
何
だ
っ
て
知
っ

て
い
る
。服
は
何
時
で
も
何
処
で
も
そ
の
人
の

味
方
だ
。」こ
の
言
葉
は
私
が
幼
い
頃
に
母
が

読
み
聴
か
せ
て
く
れ
た
絵
本
の
一
節
で
あ
る
。

私
は
受
験
や
バ
イ
ト
の
面
接
、デ
ー
ト
の
時
な

ど
事
あ
る
ご
と
に
こ
の
言
葉
を
思
い
出
す
。そ

の
た
め
、そ
れ
ら
の
日
の
前
の
晩
に
は
、丁
寧

に
大
切
に
そ
の
予
定
を
共
に
過
ご
す
服
を
決

め
る
。明
日
と
い
う
一
日
を
共
に
生
き
る
武
器

を
選
ぶ
の
だ
。こ
れ
は
筆
者
の
他
者
の
世
界
を

体
験
す
る
こ
と
に
通
ず
る
と
私
は
感
じ
ら
れ

る
。筆
者
の
場
合
は「
翻
訳
家
」と
い
う
仕
事
で

あ
る
が
、そ
れ
を
私
た
ち
が
生
き
る
こ
と
と
重

ね
て
見
る
と
誰
か
の
う
み
出
し
た
服
を
私
た

ち
が
身
に
付
け
る
。す
る
と
そ
れ
は
ま
る
で
そ

の
人
の
盾
と
な
り
、見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見

え
る
よ
う
に
な
る
。こ
こ
で
私
は「
服
」の
可
能

性
を
大
い
に
感
じ
る
の
だ
。

今
日
、服
は
驚
く
程
安
価
で
手
に
入
れ
る
こ

と
が
出
来
る
。所
謂
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
類
だ
。確
か
に
そ
れ
ら
は
流
行
を
し
っ
か
り

と
と
ら
え
て
い
る
し
、流
行
が
去
っ
た
時
に
は

気
が
ね
な
く
手
離
す
こ
と
が
出
来
る
。こ
の

現
代
人
の
服
を
扱
う
サ
イ
ク
ル
は
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
を
上
手
に
回
す
に
は
必
要
な
こ

と
で
あ
る
よ
う
に
私
も
思
う
。し
か
し
、前
に

述
べ
た
服
が
盾
に
な
る
素
晴
ら
し
さ
を
前
に

考
え
た
時
、そ
れ
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
こ

と
に
感
じ
ら
れ
る
。例
え
て
言
う
な
れ
ば
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
皆
が
手
に
入
れ

易
く
壊
れ
易
い
木
製
の
盾
で
あ
る
。

私
は
皆
に
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
盾
を
使
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
。言
う
な
れ
ば
、他
の
誰

の
盾
と
も
比
べ
物
に
な
ら
な
い
花
の
盾
で
あ

る
。花
は
一
つ
一
つ
異
な
る
し
、枯
れ
る
の
が

当
た
り
前
で
あ
ろ
う
。だ
が
、花
の
盾
を
一
度
、

体
験
し
て
み
て
ほ
し
い
。こ
の
花
の
盾
は
、誰

か
が
誰
か
を
想
い
、あ
な
た
の
前
に
、現
れ
る

べ
く
し
て
現
れ
た
盾
、こ
こ
で
言
う
服
で
あ

る
。誰
か
の
与
え
て
く
れ
た
世
界
が
染
や
織
や

繊
細
な
ス
テ
ッ
チ
か
ら
溢
れ
出
る
は
ず
だ
。

翻
訳
と
は
他
者
が
う
み
出
し
た
作
品
を
自

分
の
存
在
を
利
用
し
て
体
験
す
る
こ
と
だ
、と

い
う
筆
者
の
主
張
を
私
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た

場
合
、テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
テ
キ
ス

タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て

身
に
付
け
た
そ
の
人
と
共
に
生
を
楽
し
む
こ

と
で
あ
る
と
私
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
で
あ

ろ
う
。一
見
不
可
能
に
思
え
る
物
事
を
可
能
に

す
る
、そ
ん
な
可
能
性
が
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
は
潜
ん
で
い
る
と
私
は
考
え
る
の
だ
。

課題文は著作権の関係上、掲載できません。



デザイン学科・実技試験

小論文 3時間

【対象専攻領域】

グラフィックデザイン／写真／映画・映像／アニメーション／
メディアデザイン／室内建築／インダストリアルデザイン／
テキスタイルデザイン

問  題 配付した資料を読んで、以下の問いに答えなさい。

問. 資料は、英日翻訳者が自分の仕事について述べた文章です。この執筆者の視点を、あなたが目指す専門領域に関連
づけた場合、どのように考えられますか。　
1200文字以内で論じなさい。

資
料（
課
題
文
）

翻
訳
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

い
き
な
り
で
す
が
、翻
訳
と
は
ど
ん
な
も
の
で

し
ょ
う
か
？

文
芸
翻
訳
の
授
業
や
講
座
で
こ
う
尋
ね
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

「
外
国
語
を
日
本
語
に
忠
実
に
移
し
替
え
る
こ

と
」も

ち
ろ
ん
、そ
の
と
お
り
で
す
ね
。

「
原
文
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、ニュ
ア
ン
ス
や
リ
ズ

ム
な
ど
も
日
本
語
で
表
現
す
る
行
為
」

高
度
な
回
答
で
す
が
、そ
の
と
お
り
で
す
、そ
こ

ま
で
意
識
し
て
の
ぞ
ん
で
こ
そ
翻
訳
と
言
え
ま
す

ね
。

「
原
文
に
劣
ら
な
い
文
学
性
や
表
現
力
を
も
つ
日

本
語
に
仕
上
げ
る
こ
と
」

お
っ
と
、翻
訳
者
へ
の
要
求
が
ど
ん
ど
ん
高
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。た
し
か
に
、「
翻
訳
と
は
原
文

と
等
価
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、独
創
性
や
批
評

性
、よ
り
高
い
芸
術
性
を
も
つ
べ
し
」と
い
う
認
識

が
、世
界
の
文
学
界
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
っ
た

く
も
っ
て
、そ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

い
ま
右
に
挙
げ
た
回
答
は
ど
れ
も
、翻
訳
の
主

な
作
業
は
訳
文
を「
書
く
」こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い

る
よ
う
で
す
。し
か
し
、み
な
さ
ん
、ひ
と
つ
忘
れ
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

訳
文
を
書
く
前
に
、す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
で
す
、原
文
を
読
む
こ

と
で
す
。じ
つ
は
翻
訳
と
は
、「
原
文
を
読
む
」部

分
の
重
要
性
が
八
割
か
、九
割
ぐ
ら
い
で
は
な
い

か
と
、わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
す
。一
語
一
句
を
訳

す
に
は
、一
語
一
句
を
精
読
し
、的
確
に
解
釈
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、翻
訳
と
い
う
の
は
大
部
分
が「
読
む
こ

と
」で
あ
り
、精
密
な
読
書
、あ
る
い
は
深
い
読
書

の
こ
と
な
の
で
す
。

研
究
者
や
評
論
者
は
作
品
を
読
ん
で
、自
分
の

論
文
な
り
批
評
な
り
を
書
き
ま
す
が
、翻
訳
者

も
原
文
を
読
み
こ
ん
で
解
釈
を
し
ま
す
。翻
訳
と

は一
種
の
批
評
な
の
で
す
。し
か
し
翻
訳
者
が
書
く

の
は
、そ
の
作
品
の
論
評
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。作
品

そ
の
も
の
を
書
く
の
で
す
。他
者
が
書
い
た
文
章

を
読
ん
で
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
を

今
度
は
自
分
の
言
葉
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
。原

文
の
一
語
一
句
を
あ
な
た
の
読
解
と
日
本
語
を

通
し
て
、ま
る
ご
と
書
き
直
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
翻
訳
と
は“

体
を
張
っ
た
読
書”

だ
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。翻
訳
と
は
そ
の
作
品
の
当
事
者
、

実
践
者
に
な
り
な
が
ら
読
む
こ
と
。「
批
評
が
作

品
へ
の
か
ぎ
り
な
い
接
近
だ
と
す
れ
ば
、翻
訳
と
は

そ
の
作
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
」と
言
っ
た
の

は
、フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
翻
訳
学
者
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ・

ベ
ル
マ
ン
で
し
た
。こ
の「
他
者
の
言
葉
を
生
き
る
」

ス
リ
ル
は
精
読
す
る
だ
け
で
は
味
わ
え
な
い
も
の

で
す
。声
優
さ
ん
の
仕
事
の
楽
し
さ
と
少
し
似
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
言
え
ば
、作
品
の
テ
ク
ス
ト（
書
か
れ
て

い
る
文
章
と
そ
の
内
容
）を
、翻
訳
を
通
し
て「
体

感
」す
る
こ
と
で
、自
分
に
と
っ
て
よ
く
わ
か
る
部

分
、わ
か
ら
な
い
部
分
が
、よ
り
明
確
に
見
え
て
く

る
効
用
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。原
文
や
訳
文
を
読

ん
で
い
る
と
き
、「
な
ん
だ
か
妙
な
表
現
で
ひ
っ
か

か
る
」と
か「
さ
っ
き
と
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
」な

ど
と
思
い
な
が
ら
も
、読
み
進
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

翻
訳
で
は
、そ
う
し
た
箇
所
も
飛

ば
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、そ
の
わ
か
ら
な
さ

を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ

ら
に
、そ
の
英
文
を
日
本
語
と
い
う
別
な
言
語
に

移
す
行
為
を
通
す
と
、そ
の
作
家
の
文
体
の
癖
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
り
、か
く
れ
た
意
図（
皮
肉
、

ジ
ョ
ー
ク
、あ
る
い
は
気
遣
い…

…

）が
現
れ
て
き

た
り
、作
中
人
物
の
意
外
な
性
格
が
露
わ
に
な
っ

た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
も『
嵐
が
丘
』や『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』

『
灯
台
へ
』『
ア
ッ
シ
ャ
ー
家
の
崩
壊
』を
訳
し
て=

体

を
張
っ
て
読
ん
で
み
て
、初
め
て
気
づ
い
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

た
と
え
て
言
え
ば
、バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
動
き
や

そ
れ
が
表
現
す
る
も
の
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
批
評
す

る
の
が
舞
踏
評
論
家
な
ら
、バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
動

き
や
そ
の
奥
に
あ
る
も
の
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
読
み

解
き
な
が
ら
、な
お
か
つ
一
緒
に
踊
る
の
が
翻
訳

者
で
す
。あ
る
優
雅
な
姿
勢
を
と
る
に
は
、体
の
ど

こ
の
筋
が
ぴ
ん
と
引
っ
張
ら
れ
る
か
、関
節
を
ど
ん

な
ふ
う
に
曲
げ
て
い
る
か
、腰
の
ど
の
あ
た
り
に
負

荷
が
か
か
っ
て
い
る
か
、踊
り
手
と
同
じ
で
は
な
い

に
せ
よ
、擬
似
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
泳
に
た
と
え
れ
ば
、ス
イ
マ
ー
の
泳
ぎ
の
解
説
を

し
な
が
ら
一
緒
に
泳
ぐ
よ
う
な
も
の
で
す
。そ
ん

な
こ
と
は
、物
理
的
に
両
立
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
と
お
り
で
す
。両
立

で
き
な
い
無
茶
な
こ
と
を
や
る
の
が
、翻
訳
だ
と

も
言
え
ま
す
。

（
後
略
）

自身の服に関する経験談を実例に挙げなが
ら、服と人間の関係性や現代社会の様相を分
かりやすく簡潔に述べている。結論部では主
張を飛躍させ、テキスタイルデザインの可能性
を示唆した秀逸な解答になっている。

教員講評

参考解答

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

資料を深く読み解き、著者の考えを出発点に自分の考えをまとめ、

それを的確に文章で表現する能力を問います。

作問意図

○日本語の基礎的な読解能力はあるか。

○解答の作成において、自分の考えをまとめ、それを表現する感性と技術を

持っているか。

○解答において、独創性があるか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント
1 . 持参した資料を見て解答することを禁止する。
2 . 下敷き、電動消しゴムを用いることを禁止する。

1 . 解答文は縦書きとする。
2 . 鉛筆はHBまたはＢを用いること。

鉛筆またはシャープペンシル（HBもしくはB）
消しゴム、鉛筆削り

鴻巣友季子（こうのす・ゆきこ）　
『翻訳ってなんだろう？　あの名作を訳してみ
る』ちくまプリマー新書301（２０１８年）

a . 問題用紙

b . 解答用紙

c . 資料

d . 下書き用紙 （原稿用紙・Ａ４判）

1枚

1枚

2枚つづり

4枚

配付物

禁止事項

注　意

資料出典

持参用具

　
初
め
に
筆
者
の
主
張
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
。

翻
訳
と
は
、他
者
が
う
み
出
し
た
作
品
、つ
ま

り
世
界
を
、自
分
の
存
在
を
利
用
し
て
体
験
す

る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、他
者
の
世
界
を
生
き

る
こ
と
に
挑
め
ば
、そ
れ
ま
で
見
え
て
い
な

か
っ
た
新
た
な
世
界
を
見
る
こ
と
だ
っ
て
出

来
る
。そ
ん
な
一
見
無
茶
な
こ
と
を
す
る
、そ

れ
が
翻
訳
家
の
仕
事
で
あ
る
。資
料
全
体
を
通

し
て
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
こ
の
資
料
を
読
み
終
え
た
時
、私
が
真
っ
先

に
思
い
出
し
た
言
葉
が
あ
る
。「
服
は
い
つ

だ
っ
て
そ
の
人
と
共
に
あ
る
。嬉
し
い
思
い
出

も
、悲
し
い
思
い
出
も
、服
は
何
だ
っ
て
知
っ

て
い
る
。服
は
何
時
で
も
何
処
で
も
そ
の
人
の

味
方
だ
。」こ
の
言
葉
は
私
が
幼
い
頃
に
母
が

読
み
聴
か
せ
て
く
れ
た
絵
本
の
一
節
で
あ
る
。

私
は
受
験
や
バ
イ
ト
の
面
接
、デ
ー
ト
の
時
な

ど
事
あ
る
ご
と
に
こ
の
言
葉
を
思
い
出
す
。そ

の
た
め
、そ
れ
ら
の
日
の
前
の
晩
に
は
、丁
寧

に
大
切
に
そ
の
予
定
を
共
に
過
ご
す
服
を
決

め
る
。明
日
と
い
う
一
日
を
共
に
生
き
る
武
器

を
選
ぶ
の
だ
。こ
れ
は
筆
者
の
他
者
の
世
界
を

体
験
す
る
こ
と
に
通
ず
る
と
私
は
感
じ
ら
れ

る
。筆
者
の
場
合
は「
翻
訳
家
」と
い
う
仕
事
で

あ
る
が
、そ
れ
を
私
た
ち
が
生
き
る
こ
と
と
重

ね
て
見
る
と
誰
か
の
う
み
出
し
た
服
を
私
た

ち
が
身
に
付
け
る
。す
る
と
そ
れ
は
ま
る
で
そ

の
人
の
盾
と
な
り
、見
え
な
か
っ
た
世
界
が
見

え
る
よ
う
に
な
る
。こ
こ
で
私
は「
服
」の
可
能

性
を
大
い
に
感
じ
る
の
だ
。

　
今
日
、服
は
驚
く
程
安
価
で
手
に
入
れ
る
こ

と
が
出
来
る
。所
謂
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
類
だ
。確
か
に
そ
れ
ら
は
流
行
を
し
っ
か
り

と
と
ら
え
て
い
る
し
、流
行
が
去
っ
た
時
に
は

気
が
ね
な
く
手
離
す
こ
と
が
出
来
る
。こ
の

現
代
人
の
服
を
扱
う
サ
イ
ク
ル
は
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
を
上
手
に
回
す
に
は
必
要
な
こ

と
で
あ
る
よ
う
に
私
も
思
う
。し
か
し
、前
に

述
べ
た
服
が
盾
に
な
る
素
晴
ら
し
さ
を
前
に

考
え
た
時
、そ
れ
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
こ

と
に
感
じ
ら
れ
る
。例
え
て
言
う
な
れ
ば
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
皆
が
手
に
入
れ

易
く
壊
れ
易
い
木
製
の
盾
で
あ
る
。

　
私
は
皆
に
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
盾
を
使
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
。言
う
な
れ
ば
、他
の
誰

の
盾
と
も
比
べ
物
に
な
ら
な
い
花
の
盾
で
あ

る
。花
は
一
つ
一
つ
異
な
る
し
、枯
れ
る
の
が

当
た
り
前
で
あ
ろ
う
。だ
が
、花
の
盾
を
一
度
、

体
験
し
て
み
て
ほ
し
い
。こ
の
花
の
盾
は
、誰

か
が
誰
か
を
想
い
、あ
な
た
の
前
に
、現
れ
る

べ
く
し
て
現
れ
た
盾
、こ
こ
で
言
う
服
で
あ

る
。誰
か
の
与
え
て
く
れ
た
世
界
が
染
や
織
や

繊
細
な
ス
テ
ッ
チ
か
ら
溢
れ
出
る
は
ず
だ
。

　
翻
訳
と
は
他
者
が
う
み
出
し
た
作
品
を
自

分
の
存
在
を
利
用
し
て
体
験
す
る
こ
と
だ
、と

い
う
筆
者
の
主
張
を
私
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た

場
合
、テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
テ
キ
ス

タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
て

身
に
付
け
た
そ
の
人
と
共
に
生
を
楽
し
む
こ

と
で
あ
る
と
私
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
で
あ

ろ
う
。一
見
不
可
能
に
思
え
る
物
事
を
可
能
に

す
る
、そ
ん
な
可
能
性
が
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
は
潜
ん
で
い
る
と
私
は
考
え
る
の
だ
。

、
、

あ
ら

、
、
、
、



将来目指そうとしているゲームデザイナーに
とって重要なことを、体感を基調にした新たな
価値観の創造であるとした点が秀逸である。
自身の言葉でエネルギッシュに論述する文章
からは力強さも伝わってくる。

教員講評

参考解答

私
は
専
門
領
域
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
目
指
し
て
お
り
、将
来
は
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
と
決
意
し
て
い
る
。

私
が
考
え
る
ゲ
ー
ム
と
は
、映
像
と
人
の
動

作
や
感
覚
を
通
し
て
作
者
が
創
っ
た
世
界
を

人
に「
体
感
」さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
媒
体
の

こ
と
だ
。ゲ
ー
ム
は「
体
感
」さ
せ
る
と
い
う
こ

と
に
お
い
て
、と
て
も
優
れ
て
い
る
。何
故
な

ら
、見
る
聞
く
だ
け
で
な
く
体
の
動
作
、脳
に

よ
る
思
考
が
加
わ
る
こ
と
で
作
者
の
世
界
に

引
き
込
む
力
が
と
て
も
強
い
か
ら
で
あ
る
。私

は
こ
の
引
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

「
体
感
」が
ゲ
ー
ム
の
一
番
の
魅
力
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

「
体
感
」。資
料
中
に
も
出
て
来
て
い
る
。こ

の
資
料
を
読
ん
だ
と
き
、私
は
翻
訳
と
ゲ
ー
ム

創
作
に
関
係
性
を
見
い
出
し
た
。そ
れ
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
ま
で
の
過
程
で
あ
る
。ゲ
ー
ム

に
お
い
て「
体
感
」さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、ま

ず
自
分（
作
者
）が「
体
感
」し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。水
泳
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が

リ
ア
ル
な
泳
ぐ「
体
感
」を
与
え
る
こ
と
が
出

来
る
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
非
常
に
厳
し
い
だ
ろ

う
。翻
訳
も
ゲ
ー
ム
創
作
も
正
確
な
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
行
う
た
め
に
、ま
ず
は
自
ら「
体
感
」

す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

し
か
し
そ
の「
体
感
」す
る
も
の
は
全
く
違

う
。翻
訳
は
原
文
が
存
在
す
る
が
、ゲ
ー
ム
の

場
合
は
元
と
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と

が
あ
る
。私
が
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ゲ
ー

ム
の
一
つ
に
、「
ミ
ク
ロ
な
虫
の
世
界
を
自
分

が
虫
に
な
っ
て
体
感
す
る
ゲ
ー
ム
」が
あ
る
。

人
間
が
虫
に
な
る
方
法
は
な
い
。だ
か
ら
こ
の

場
合
は
、じ
っ
く
り
虫
の
行
動
を
観
察
し
た

り
、自
分
で
草
む
ら
を
は
っ
て
歩
い
て
み
た
り

し
て
、出
来
る
限
り
の「
体
感
」を
味
わ
う
し
か

な
い
の
だ
。こ
れ
は
非
現
実
な
世
界
観
の
ゲ
ー

ム
の
宿
命
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
何
故
私
が「
ミ
ク
ロ
な
虫
の
世
界

を
自
分
が
虫
に
な
っ
て
体
感
す
る
ゲ
ー
ム
」が

作
り
た
い
の
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
新
し
い

「
価
値
観
」を
得
た
い
か
ら
で
あ
る
。「
価
値
観
」

と
い
う
の
は
そ
の
人
が
産
ま
れ
て
か
ら
積
み

上
が
っ
て
き
た
経
験
に
よ
っ
て
決
ま
る
。だ
か

ら
一
度
付
い
て
し
ま
っ
た「
価
値
観
」は
な
か

な
か
変
わ
ら
な
い
。ま
た
人
の
全
て
の
行
動
、

思
考
の
根
底
に
は
常
に「
価
値
観
」が
あ
る
。授

業
の
受
け
方
も
、友
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
お
つ
り
を
も
ら
う
時
の
手
の
出

し
方
で
さ
え
も「
価
値
観
」を
通
し
て
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
。そ
の「
価
値
観
」が
変
わ
る
と
物

の
見
え
方
は
全
く
変
わ
る
。今
私
が
読
ん
だ
資

料
で
私
の「
価
値
観
」が
変
わ
っ
た
。私
は
翻
訳

者
の
仕
事
ぶ
り
は
か
な
り
機
械
的
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、資
料
を
読
み
終
え
た
後
、こ
ん
な

に
も
体
を
張
っ
て
、そ
し
て
考
え
、表
現
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
か
と
驚
い
た
。今
日
か
ら
私

は
同
じ
翻
訳
者
を
見
て
も
う
機
械
的
と
は
思

わ
な
い
だ
ろ
う
。こ
れ
が「
価
値
観
」の
変
化

か
、と
再
確
認
も
出
来
だ
。

で
は
そ
の「
価
値
観
」を
変
え
る
も
の
は
何

か
。そ
れ
は「
体
感
」だ
。だ
か
ら
私
は「
ミ
ク
ロ

な
虫
の
世
界
を
自
分
が
虫
に
な
っ
て
体
感
す

る
ゲ
ー
ム
」を
作
り
た
い
の
だ
。

翻訳における原文と翻訳の差異＝ニュアンス
の問題に着目し、文学におけるなまり（方言）、
映画における女性や男性の話し言葉を例に挙
げながら、的確に自身の言葉で論述され説得
性のある優れた解答になっている。

教員講評

参考解答

「
翻
訳
」と
聞
く
と
、課
題
文
中
に
も
あ
る
よ

う
に
、「
外
国
語
を
日
本
語
へ
移
し
替
え
る
こ

と
」と
い
う
認
識
だ
。し
か
し
、翻
訳
と
は
我
々

が
認
識
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
高
度
な
も
の

で
、そ
う
単
純
で
は
な
い
。そ
れ
は
、筆
者
に
よ

れ
ば
翻
訳
と
は
原
文
を
忠
実
に
移
し
替
え
る

「
書
く
」行
為
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
だ
。

例
え
ば
、文
化
や
歴
史
、当
時
の
時
代
背
景

な
ど
に
よ
っ
て
は
根
本
的
な
意
味
で
の
直
訳

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。あ
る
一
定
の
地
域
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
わ
ざ
や
言
い
回
し
、そ
れ
が

持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
っ
た
り
、方
言
が
持
つ

独
特
な
音
の
リ
ズ
ム
だ
。こ
れ
に
関
し
て
私
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
を
原
文
で
初
め
て
読
ん
だ
時
の
こ
と
だ
。

私
は
高
校
で
一
年
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留

学
し
て
い
た
の
だ
が
、授
業
で
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
を
原
文（
英
語
）で
読
む
機
会
が
あ
り
、作

中
に
出
て
く
る
巨
人
・
ハ
グ
リ
ッ
ド
の
あ
の
ク

セ
の
あ
る
強
い
な
ま
り
の
表
現
に
と
て
も
驚

い
た
の
だ
。正
確
に
言
う
と
、私
は
完
璧
な
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
話
者
で
は
な
い
の
で
、完
全

に
原
文
の
ハ
グ
リ
ッ
ド
の
な
ま
り
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
つ
か
め
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、そ

れ
で
も
、自
分
に
染
み
付
い
て
い
た
日
本
語
訳

で
の
ハ
グ
リ
ッ
ド
の
あ
の
な
ま
り
の
面
影
は

原
文
か
ら
は
ま
る
で
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の

だ
。そ
こ
に
は
翻
訳
の
過
程
で
、英
語
で
の
な

ま
り
を
ま
ず
日
本
語
に
当
て
は
め
、さ
ら
に
新

し
く
な
ま
り
の
音
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
出
し

加
え
る
と
い
う
、訳
者
の
独
創
性
あ
ふ
れ
る

並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。私

は
映
画
に
興
味
が
あ
り
、よ
く
字
幕
で
洋

画
な
ど
観
賞
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
こ
で
最

近
に
な
っ
て「
あ
れ
？
」と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、ど
う
や
ら
映
画
や
本
の
翻
訳
に

は
、「
女
性
の
話
し
こ
と
ば
」と「
男
性
の
話
し

こ
と
ば
」と
い
う
型
が
あ
る
ら
し
い
、と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
吹
替
版
で

映
画
を
見
た
と
き
に
よ
り
分
か
り
や
す
い
と

思
う
が
、例
え
ば
、役
者
が
女
性
の
時
、字
幕
や

吹
替
の
音
声
は
必
ず
語
尾
が「
〜
わ
」や「
〜

よ
」と
い
っ
た
翻
訳
表
現
に
な
る
し
、あ
る
い

は
女
性
で
な
く
て
も
、「
女（
男
）ら
し
さ
」を
観

賞
者
に
強
調
す
る
た
め
に
そ
う
い
っ
た
表
現

に
当
て
は
め
ら
れ
る
場
合
が
多
々
あ
る
。こ
れ

に
違
和
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、留
学
時
に
友
人
た
ち
と
英
語
で
会
話
を
し

て
い
て
、自
分
の
中
で
英
語
か
ら
日
本
語
に
翻

訳
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
時
だ
。話
す「
言

語
」と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、個
々
が
持
つ
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の「
言
語
」と
い
う
ス

テ
ー
ジ
へ
の
移
行
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。翻
訳

に
お
い
て「
型
に
は
め
な
い
」と
い
う
の
は
と

て
も
難
し
い
こ
と
だ
が
、文
化
や
セ
ク
シ
ャ
リ

テ
ィ
な
ど
多
様
性
が
増
す
中
で
、翻
訳
と
い
う

仕
事
に
は
今
ま
で
以
上
に
自
由
な
発
想
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。筆
者
が
述
べ

た
よ
う
に
、翻
訳
者
と
は
た
だ
忠
実
に
言
語
を

移
し
替
え
る
受
動
的
な「
書
く
」翻
訳
で
は
な

く
、社
会
的
背
景
や
文
化
を
も
理
解
し
な
が

ら
、個
と
し
て
独
立
し
た
芸
術
性
・
独
創
性
を

も
っ
て
、能
動
的
な
表
現
を「
生
む
」翻
訳
の
姿

勢
を
と
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

幼少期の祖父母の家での体験を基に、室内建
築で目指すデザインの方向性が、きちんと自
分の意見として述べられている。ユニバーサル
デザインの考えにも通じる視点からは、社会
的な観点が含まれた優れた解答である。

教員講評

参考解答

　
資
料
に
よ
る
と
、翻
訳
と
は
書
く
こ
と
だ
け

で
な
く
大
部
分
が
読
む
こ
と
で
あ
り
、原
文
の

一
語
一
句
を
自
ら
の
読
解
と
日
本
語
を
通
し

て
書
き
写
し
て
い
く「
体
を
張
っ
た
読
書
」だ

と
言
う
。ま
た
筆
者
は
、両
立
で
き
な
い
無
茶

な
こ
と
を
や
る
の
が
翻
訳
だ
と
も
言
っ
て
い

る
。そ
こ
で
私
は
、筆
者
の
翻
訳
に
対
す
る
考

え
方
は
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
も
通
ず
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。な
ぜ
な
ら
、デ
ザ
イ
ン
と

は
基
本
的
に
生
活
に
側
し
た
も
の
で
あ
り
、生

活
に
お
け
る
使
い
や
す
さ
、伝
わ
り
や
す
さ
を

自
ら
の
想
像
力
を
持
っ
て
読
み
解
き
、作
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
私
は
室
内
建
築
の
専
門
領
域
を
目
指
し
て

い
る
が
、そ
れ
は
幼
少
期
を
過
ご
し
て
き
た
祖

父
母
の
家
が
関
係
し
て
い
る
。祖
母
は
身
長
が

低
い
た
め
、キ
ッ
チ
ン
な
ど
家
具
の
ほ
と
ん
ど

が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
市
販
の
も
の
よ
り
も

低
め
に
作
ら
れ
て
い
る
。祖
母
の
話
に
よ
る

と
、と
く
に
キ
ッ
チ
ン
は
祖
母
の
身
長
で
も
使

い
や
す
い
よ
う
に
、デ
ザ
イ
ン
す
る
方
が
家
ま

で
来
て
サ
イ
ズ
を
考
え
て
く
れ
た
の
だ
と
言

う
。そ
れ
を
聞
い
て
、背
が
低
い
人
で
も
高
い

人
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
わ
せ
た
家
具
や

家
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
り
、私
自
身
も
そ
う
し
て
使
い
や
す
く
、暮

ら
し
や
す
い
安
心
で
き
る
空
間
を
作
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。そ
こ
で
私
は
、筆
者

の
言
う
よ
う
な「
体
を
張
っ
た
読
書
」が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。作
品
の
当
事
者
、

実
践
者
に
な
り
、体
感
し
な
が
ら
読
み
進
め
て

い
く
翻
訳
と
同
様
に
、社
会
や
そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
必
要
と
し
て
い
る
理
由
、用
途
な
ど
、本
人

に
な
り
体
感
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
っ
て
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
一
方
、家
や
家
具
な
ど
で
は
な
く
誰
も
が
使

う
で
あ
ろ
う
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、

誰
も
が
平
等
に
使
い
や
す
く
、平
等
に
伝
わ
る

こ
と
が
第
一
で
あ
る
た
め
、個
人
に
寄
り
添
い

す
ぎ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。な
ぜ
な
ら
、筆
者

の
言
う
よ
う
な
翻
訳
で
言
う
と
こ
ろ
の
か
く

れ
た
意
図
や
作
中
人
物
の
意
外
な
性
格
は
、デ

ザ
イ
ン
に
お
け
る
作
者
の
自
己
表
現
に
あ
た

る
の
で
、全
て
の
人
に
平
等
に
伝
わ
る
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　
以
上
の
事
柄
を
ふ
ま
え
て
、私
は
筆
者
の
言

う「
体
を
張
っ
た
読
者
」は
全
て
で
は
な
い
に

し
ろ
、デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
も
通
ず
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、社
会
に
、そ
れ
ぞ
れ
の

人
に
寄
り
添
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
中
で
も
、

自
ら
の
想
像
力
や
経
験
を
存
分
に
発
揮
し
て

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間

に
な
っ
て
い
き
た
い
。

翻訳と翻訳家との関係性を、将来の専門分野
として進みたい音楽と音楽技術者との関連性
に置き換え、高い構成力を持って述べられてい
る。さらに音楽そのものへの言及があれば、よ
り独創的な論文になった事であろう。

教員講評

参考解答

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
意
図
と
作
曲
家
の
意

図
と
い
う
も
の
は
、多
か
れ
少
な
か
れ
ひ
と
つ

の
楽
曲
と
い
う
も
の
に
向
け
ら
れ
る
が
、そ
こ

に
は
見
え
な
い
壁
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
私
の
目
指
す
音
響
技
術
師
は
、ど
ち
ら
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
も
壊
さ
ず
に
作
品
を
つ
く
る
事

が
使
命
で
あ
る
と
思
う
。

　
課
題
文
を
読
み
、翻
訳
と
楽
曲
製
作
は
似
て

い
る
と
感
じ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、翻

訳
は
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
作
品
が
直
接
読
者

の
も
と
へ
届
く
。一
方
楽
曲
は
、作
曲
家
か
ら

渡
さ
れ
た
案
を
演
奏
家
に
橋
渡
し
し
、完
成
し

た
音
に
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
声
を
入
れ
て
音

楽
と
な
る
。つ
ま
り
、音
響
技
術
者
は
二
度
解

釈
と
表
現
作
業
を
行
う
。

　
こ
れ
は
、音
楽
音
響
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
て
、映
画
や
舞
台
、コ
ン
サ
ー
ト
の
音

響
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。も
っ

と
も
、音
楽
や
映
画
は
考
え
る
時
間
が
あ
る

が
、舞
台
や
コ
ン
サ
ー
ト
は
生
の
音
を
届
け
る

分
時
間
が
無
く
て
難
し
い
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
し
か
し
、ど
の
場
合
に
あ
っ
て
も
課
題
文
に

あ
っ
た
よ
う
に
、ど
ち
ら
の
意
図
も
的
確
に
解

釈
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
、日
本
人
全
員
が
名
前
を
言
え
ば
顔

が
浮
か
ぶ
よ
う
な
有
名
作
曲
家
Ａ
が
、Ｂ
と
い

う
無
名
グ
ル
ー
プ
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
を
書
き
下

す
こ
と
に
な
っ
た
と
し
よ
う
。

　
技
術
者
は
、Ａ
か
ら
案
を
受
け
取
っ
て
一
音

一
句
的
確
に
と
ら
え
る
。音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
ど
ん
な
に
優
秀
で
あ
っ
て
も
や
は
り
、

直
接
関
わ
る
技
術
者
の
理
解
が
大
切
で
あ
る
。

　
意
図
が
読
み
取
れ
た
ら
次
は
、演
奏
家
達
と

一
緒
に
表
現
す
る
。こ
の
時
点
で
技
術
者
は
、

Ａ
の
意
図
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
目
に
は
見
え

な
い
Ｂ
の
意
図
も
読
み
取
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。そ
う
し
て
、第
一
段
階
で
あ
る
音
作
り

が
終
了
す
る
。

　
次
に
Ｂ
と
完
成
し
た
音
を
音
楽
と
し
て
の

完
成
へ
と
向
わ
せ
る
。理
想
を
言
え
ば
、音
を

聞
い
て
全
員
が
Ａ
の
意
図
を
つ
か
む
こ
と
が

理
想
だ
が
、そ
う
も
上
手
く
行
か
な
い
こ
と
も

あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
Ｂ
と
一
緒
に
Ａ
の
意
図
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、目
に
見
え
な
い
Ｂ
の
意
図
を
音
に

織
り
込
み
な
が
ら
表
現
す
る
。

　
こ
う
し
て
音
楽
が
完
成
す
る
。

　
恐
ら
く
こ
の
文
を
読
ん
で
い
る
貴
方
は
、技

術
者
の
解
釈
も
表
現
も
必
要
が
あ
る
の
か
と

い
う
疑
問
を
抱
く
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
の
意
見
も
正
し
い
と
思
う
。し

か
し
そ
れ
が
本
当
に
絶
対
で
あ
る
の
な
ら
ば
、

音
響
は
あ
の
人
に
お
願
い
し
た
い
な
ん
て
言

葉
は
そ
も
そ
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

　
や
は
り
、技
術
者
も
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
作

曲
家
の
意
図
を
読
み
取
り
な
が
ら
一
緒
に
表

現
す
る
必
要
が
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、技
術
者

一
人
ひ
と
り
に
個
性
が
生
ま
れ
る
。

　
技
術
者
に
よ
る
様
々
な
意
図
の
解
釈
と
表

現
。つ
ま
り
個
性
が
あ
っ
て『
音
楽
』に
な
る
。

　
私
も
そ
ん
な『
音
楽
』が
届
け
ら
れ
る
音
響

技
術
者
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
思
う
。



将来目指そうとしているゲームデザイナーに
とって重要なことを、体感を基調にした新たな
価値観の創造であるとした点が秀逸である。
自身の言葉でエネルギッシュに論述する文章
からは力強さも伝わってくる。

教員講評

参考解答

　
私
は
専
門
領
域
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ

ン
を
目
指
し
て
お
り
、将
来
は
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
と
決
意
し
て
い
る
。

　
私
が
考
え
る
ゲ
ー
ム
と
は
、映
像
と
人
の
動

作
や
感
覚
を
通
し
て
作
者
が
創
っ
た
世
界
を

人
に「
体
感
」さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
媒
体
の

こ
と
だ
。ゲ
ー
ム
は「
体
感
」さ
せ
る
と
い
う
こ

と
に
お
い
て
、と
て
も
優
れ
て
い
る
。何
故
な

ら
、見
る
聞
く
だ
け
で
な
く
体
の
動
作
、脳
に

よ
る
思
考
が
加
わ
る
こ
と
で
作
者
の
世
界
に

引
き
込
む
力
が
と
て
も
強
い
か
ら
で
あ
る
。私

は
こ
の
引
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

「
体
感
」が
ゲ
ー
ム
の
一
番
の
魅
力
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　「
体
感
」。資
料
中
に
も
出
て
来
て
い
る
。こ

の
資
料
を
読
ん
だ
と
き
、私
は
翻
訳
と
ゲ
ー
ム

創
作
に
関
係
性
を
見
い
出
し
た
。そ
れ
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
す
る
ま
で
の
過
程
で
あ
る
。ゲ
ー
ム

に
お
い
て「
体
感
」さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、ま

ず
自
分（
作
者
）が「
体
感
」し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。水
泳
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が

リ
ア
ル
な
泳
ぐ「
体
感
」を
与
え
る
こ
と
が
出

来
る
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
非
常
に
厳
し
い
だ
ろ

う
。翻
訳
も
ゲ
ー
ム
創
作
も
正
確
な
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
行
う
た
め
に
、ま
ず
は
自
ら「
体
感
」

す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　
し
か
し
そ
の「
体
感
」す
る
も
の
は
全
く
違

う
。翻
訳
は
原
文
が
存
在
す
る
が
、ゲ
ー
ム
の

場
合
は
元
と
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と

が
あ
る
。私
が
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ゲ
ー

ム
の
一
つ
に
、「
ミ
ク
ロ
な
虫
の
世
界
を
自
分

が
虫
に
な
っ
て
体
感
す
る
ゲ
ー
ム
」が
あ
る
。

人
間
が
虫
に
な
る
方
法
は
な
い
。だ
か
ら
こ
の

場
合
は
、じ
っ
く
り
虫
の
行
動
を
観
察
し
た

り
、自
分
で
草
む
ら
を
は
っ
て
歩
い
て
み
た
り

し
て
、出
来
る
限
り
の「
体
感
」を
味
わ
う
し
か

な
い
の
だ
。こ
れ
は
非
現
実
な
世
界
観
の
ゲ
ー

ム
の
宿
命
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
何
故
私
が「
ミ
ク
ロ
な
虫
の
世
界

を
自
分
が
虫
に
な
っ
て
体
感
す
る
ゲ
ー
ム
」が

作
り
た
い
の
か
と
い
う
と
、そ
れ
は
新
し
い

「
価
値
観
」を
得
た
い
か
ら
で
あ
る
。「
価
値
観
」

と
い
う
の
は
そ
の
人
が
産
ま
れ
て
か
ら
積
み

上
が
っ
て
き
た
経
験
に
よ
っ
て
決
ま
る
。だ
か

ら
一
度
付
い
て
し
ま
っ
た「
価
値
観
」は
な
か

な
か
変
わ
ら
な
い
。ま
た
人
の
全
て
の
行
動
、

思
考
の
根
底
に
は
常
に「
価
値
観
」が
あ
る
。授

業
の
受
け
方
も
、友
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
、

コ
ン
ビ
ニ
で
お
つ
り
を
も
ら
う
時
の
手
の
出

し
方
で
さ
え
も「
価
値
観
」を
通
し
て
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
。そ
の「
価
値
観
」が
変
わ
る
と
物

の
見
え
方
は
全
く
変
わ
る
。今
私
が
読
ん
だ
資

料
で
私
の「
価
値
観
」が
変
わ
っ
た
。私
は
翻
訳

者
の
仕
事
ぶ
り
は
か
な
り
機
械
的
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、資
料
を
読
み
終
え
た
後
、こ
ん
な

に
も
体
を
張
っ
て
、そ
し
て
考
え
、表
現
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
か
と
驚
い
た
。今
日
か
ら
私

は
同
じ
翻
訳
者
を
見
て
も
う
機
械
的
と
は
思

わ
な
い
だ
ろ
う
。こ
れ
が「
価
値
観
」の
変
化

か
、と
再
確
認
も
出
来
だ
。

　
で
は
そ
の「
価
値
観
」を
変
え
る
も
の
は
何

か
。そ
れ
は「
体
感
」だ
。だ
か
ら
私
は「
ミ
ク
ロ

な
虫
の
世
界
を
自
分
が
虫
に
な
っ
て
体
感
す

る
ゲ
ー
ム
」を
作
り
た
い
の
だ
。

翻訳における原文と翻訳の差異＝ニュアンス
の問題に着目し、文学におけるなまり（方言）、
映画における女性や男性の話し言葉を例に挙
げながら、的確に自身の言葉で論述され説得
性のある優れた解答になっている。

教員講評

参考解答

　「
翻
訳
」と
聞
く
と
、課
題
文
中
に
も
あ
る
よ

う
に
、「
外
国
語
を
日
本
語
へ
移
し
替
え
る
こ

と
」と
い
う
認
識
だ
。し
か
し
、翻
訳
と
は
我
々

が
認
識
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
高
度
な
も
の

で
、そ
う
単
純
で
は
な
い
。そ
れ
は
、筆
者
に
よ

れ
ば
翻
訳
と
は
原
文
を
忠
実
に
移
し
替
え
る

「
書
く
」行
為
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
だ
。

　
例
え
ば
、文
化
や
歴
史
、当
時
の
時
代
背
景

な
ど
に
よ
っ
て
は
根
本
的
な
意
味
で
の
直
訳

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。あ
る
一
定
の
地
域
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
わ
ざ
や
言
い
回
し
、そ
れ
が

持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
っ
た
り
、方
言
が
持
つ

独
特
な
音
の
リ
ズ
ム
だ
。こ
れ
に
関
し
て
私
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
を
原
文
で
初
め
て
読
ん
だ
時
の
こ
と
だ
。

私
は
高
校
で
一
年
間
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留

学
し
て
い
た
の
だ
が
、授
業
で
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
を
原
文（
英
語
）で
読
む
機
会
が
あ
り
、作

中
に
出
て
く
る
巨
人
・
ハ
グ
リ
ッ
ド
の
あ
の
ク

セ
の
あ
る
強
い
な
ま
り
の
表
現
に
と
て
も
驚

い
た
の
だ
。正
確
に
言
う
と
、私
は
完
璧
な
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
話
者
で
は
な
い
の
で
、完
全

に
原
文
の
ハ
グ
リ
ッ
ド
の
な
ま
り
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
つ
か
め
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、そ

れ
で
も
、自
分
に
染
み
付
い
て
い
た
日
本
語
訳

で
の
ハ
グ
リ
ッ
ド
の
あ
の
な
ま
り
の
面
影
は

原
文
か
ら
は
ま
る
で
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の

だ
。そ
こ
に
は
翻
訳
の
過
程
で
、英
語
で
の
な

ま
り
を
ま
ず
日
本
語
に
当
て
は
め
、さ
ら
に
新

し
く
な
ま
り
の
音
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
出
し

加
え
る
と
い
う
、訳
者
の
独
創
性
あ
ふ
れ
る

並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　
私
は
映
画
に
興
味
が
あ
り
、よ
く
字
幕
で
洋

画
な
ど
観
賞
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、そ
こ
で
最

近
に
な
っ
て「
あ
れ
？
」と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

と
い
う
の
も
、ど
う
や
ら
映
画
や
本
の
翻
訳
に

は
、「
女
性
の
話
し
こ
と
ば
」と「
男
性
の
話
し

こ
と
ば
」と
い
う
型
が
あ
る
ら
し
い
、と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
だ
。こ
れ
は
吹
替
版
で

映
画
を
見
た
と
き
に
よ
り
分
か
り
や
す
い
と

思
う
が
、例
え
ば
、役
者
が
女
性
の
時
、字
幕
や

吹
替
の
音
声
は
必
ず
語
尾
が「
〜
わ
」や「
〜

よ
」と
い
っ
た
翻
訳
表
現
に
な
る
し
、あ
る
い

は
女
性
で
な
く
て
も
、「
女（
男
）ら
し
さ
」を
観

賞
者
に
強
調
す
る
た
め
に
そ
う
い
っ
た
表
現

に
当
て
は
め
ら
れ
る
場
合
が
多
々
あ
る
。こ
れ

に
違
和
感
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、留
学
時
に
友
人
た
ち
と
英
語
で
会
話
を
し

て
い
て
、自
分
の
中
で
英
語
か
ら
日
本
語
に
翻

訳
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
時
だ
。話
す「
言

語
」と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、個
々
が
持
つ
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の「
言
語
」と
い
う
ス

テ
ー
ジ
へ
の
移
行
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。翻
訳

に
お
い
て「
型
に
は
め
な
い
」と
い
う
の
は
と

て
も
難
し
い
こ
と
だ
が
、文
化
や
セ
ク
シ
ャ
リ

テ
ィ
な
ど
多
様
性
が
増
す
中
で
、翻
訳
と
い
う

仕
事
に
は
今
ま
で
以
上
に
自
由
な
発
想
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。筆
者
が
述
べ

た
よ
う
に
、翻
訳
者
と
は
た
だ
忠
実
に
言
語
を

移
し
替
え
る
受
動
的
な「
書
く
」翻
訳
で
は
な

く
、社
会
的
背
景
や
文
化
を
も
理
解
し
な
が

ら
、個
と
し
て
独
立
し
た
芸
術
性
・
独
創
性
を

も
っ
て
、能
動
的
な
表
現
を「
生
む
」翻
訳
の
姿

勢
を
と
り
続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

幼少期の祖父母の家での体験を基に、室内建
築で目指すデザインの方向性が、きちんと自
分の意見として述べられている。ユニバーサル
デザインの考えにも通じる視点からは、社会
的な観点が含まれた優れた解答である。

教員講評

参考解答

　
資
料
に
よ
る
と
、翻
訳
と
は
書
く
こ
と
だ
け

で
な
く
大
部
分
が
読
む
こ
と
で
あ
り
、原
文
の

一
語
一
句
を
自
ら
の
読
解
と
日
本
語
を
通
し

て
書
き
写
し
て
い
く「
体
を
張
っ
た
読
書
」だ

と
言
う
。ま
た
筆
者
は
、両
立
で
き
な
い
無
茶

な
こ
と
を
や
る
の
が
翻
訳
だ
と
も
言
っ
て
い

る
。そ
こ
で
私
は
、筆
者
の
翻
訳
に
対
す
る
考

え
方
は
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
も
通
ず
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。な
ぜ
な
ら
、デ
ザ
イ
ン
と

は
基
本
的
に
生
活
に
側
し
た
も
の
で
あ
り
、生

活
に
お
け
る
使
い
や
す
さ
、伝
わ
り
や
す
さ
を

自
ら
の
想
像
力
を
持
っ
て
読
み
解
き
、作
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
私
は
室
内
建
築
の
専
門
領
域
を
目
指
し
て

い
る
が
、そ
れ
は
幼
少
期
を
過
ご
し
て
き
た
祖

父
母
の
家
が
関
係
し
て
い
る
。祖
母
は
身
長
が

低
い
た
め
、キ
ッ
チ
ン
な
ど
家
具
の
ほ
と
ん
ど

が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
市
販
の
も
の
よ
り
も

低
め
に
作
ら
れ
て
い
る
。祖
母
の
話
に
よ
る

と
、と
く
に
キ
ッ
チ
ン
は
祖
母
の
身
長
で
も
使

い
や
す
い
よ
う
に
、デ
ザ
イ
ン
す
る
方
が
家
ま

で
来
て
サ
イ
ズ
を
考
え
て
く
れ
た
の
だ
と
言

う
。そ
れ
を
聞
い
て
、背
が
低
い
人
で
も
高
い

人
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合
わ
せ
た
家
具
や

家
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
り
、私
自
身
も
そ
う
し
て
使
い
や
す
く
、暮

ら
し
や
す
い
安
心
で
き
る
空
間
を
作
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。そ
こ
で
私
は
、筆
者

の
言
う
よ
う
な「
体
を
張
っ
た
読
書
」が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。作
品
の
当
事
者
、

実
践
者
に
な
り
、体
感
し
な
が
ら
読
み
進
め
て

い
く
翻
訳
と
同
様
に
、社
会
や
そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
必
要
と
し
て
い
る
理
由
、用
途
な
ど
、本
人

に
な
り
体
感
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
っ
て
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
一
方
、家
や
家
具
な
ど
で
は
な
く
誰
も
が
使

う
で
あ
ろ
う
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、

誰
も
が
平
等
に
使
い
や
す
く
、平
等
に
伝
わ
る

こ
と
が
第
一
で
あ
る
た
め
、個
人
に
寄
り
添
い

す
ぎ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。な
ぜ
な
ら
、筆
者

の
言
う
よ
う
な
翻
訳
で
言
う
と
こ
ろ
の
か
く

れ
た
意
図
や
作
中
人
物
の
意
外
な
性
格
は
、デ

ザ
イ
ン
に
お
け
る
作
者
の
自
己
表
現
に
あ
た

る
の
で
、全
て
の
人
に
平
等
に
伝
わ
る
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　
以
上
の
事
柄
を
ふ
ま
え
て
、私
は
筆
者
の
言

う「
体
を
張
っ
た
読
者
」は
全
て
で
は
な
い
に

し
ろ
、デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
も
通
ず
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、社
会
に
、そ
れ
ぞ
れ
の

人
に
寄
り
添
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
中
で
も
、

自
ら
の
想
像
力
や
経
験
を
存
分
に
発
揮
し
て

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
間

に
な
っ
て
い
き
た
い
。

翻訳と翻訳家との関係性を、将来の専門分野
として進みたい音楽と音楽技術者との関連性
に置き換え、高い構成力を持って述べられてい
る。さらに音楽そのものへの言及があれば、よ
り独創的な論文になった事であろう。

教員講評

参考解答

　
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
意
図
と
作
曲
家
の
意

図
と
い
う
も
の
は
、多
か
れ
少
な
か
れ
ひ
と
つ

の
楽
曲
と
い
う
も
の
に
向
け
ら
れ
る
が
、そ
こ

に
は
見
え
な
い
壁
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
私
の
目
指
す
音
響
技
術
師
は
、ど
ち
ら
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
も
壊
さ
ず
に
作
品
を
つ
く
る
事

が
使
命
で
あ
る
と
思
う
。

　
課
題
文
を
読
み
、翻
訳
と
楽
曲
製
作
は
似
て

い
る
と
感
じ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、翻

訳
は
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
作
品
が
直
接
読
者

の
も
と
へ
届
く
。一
方
楽
曲
は
、作
曲
家
か
ら

渡
さ
れ
た
案
を
演
奏
家
に
橋
渡
し
し
、完
成
し

た
音
に
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
声
を
入
れ
て
音

楽
と
な
る
。つ
ま
り
、音
響
技
術
者
は
二
度
解

釈
と
表
現
作
業
を
行
う
。

　
こ
れ
は
、音
楽
音
響
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
て
、映
画
や
舞
台
、コ
ン
サ
ー
ト
の
音

響
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。も
っ

と
も
、音
楽
や
映
画
は
考
え
る
時
間
が
あ
る

が
、舞
台
や
コ
ン
サ
ー
ト
は
生
の
音
を
届
け
る

分
時
間
が
無
く
て
難
し
い
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　
し
か
し
、ど
の
場
合
に
あ
っ
て
も
課
題
文
に

あ
っ
た
よ
う
に
、ど
ち
ら
の
意
図
も
的
確
に
解

釈
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
例
え
ば
、日
本
人
全
員
が
名
前
を
言
え
ば
顔

が
浮
か
ぶ
よ
う
な
有
名
作
曲
家
Ａ
が
、Ｂ
と
い

う
無
名
グ
ル
ー
プ
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
を
書
き
下

す
こ
と
に
な
っ
た
と
し
よ
う
。

　
技
術
者
は
、Ａ
か
ら
案
を
受
け
取
っ
て
一
音

一
句
的
確
に
と
ら
え
る
。音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
ど
ん
な
に
優
秀
で
あ
っ
て
も
や
は
り
、

直
接
関
わ
る
技
術
者
の
理
解
が
大
切
で
あ
る
。

　
意
図
が
読
み
取
れ
た
ら
次
は
、演
奏
家
達
と

一
緒
に
表
現
す
る
。こ
の
時
点
で
技
術
者
は
、

Ａ
の
意
図
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
目
に
は
見
え

な
い
Ｂ
の
意
図
も
読
み
取
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。そ
う
し
て
、第
一
段
階
で
あ
る
音
作
り

が
終
了
す
る
。

　
次
に
Ｂ
と
完
成
し
た
音
を
音
楽
と
し
て
の

完
成
へ
と
向
わ
せ
る
。理
想
を
言
え
ば
、音
を

聞
い
て
全
員
が
Ａ
の
意
図
を
つ
か
む
こ
と
が

理
想
だ
が
、そ
う
も
上
手
く
行
か
な
い
こ
と
も

あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
Ｂ
と
一
緒
に
Ａ
の
意
図
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、目
に
見
え
な
い
Ｂ
の
意
図
を
音
に

織
り
込
み
な
が
ら
表
現
す
る
。

　
こ
う
し
て
音
楽
が
完
成
す
る
。

　
恐
ら
く
こ
の
文
を
読
ん
で
い
る
貴
方
は
、技

術
者
の
解
釈
も
表
現
も
必
要
が
あ
る
の
か
と

い
う
疑
問
を
抱
く
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
の
意
見
も
正
し
い
と
思
う
。し

か
し
そ
れ
が
本
当
に
絶
対
で
あ
る
の
な
ら
ば
、

音
響
は
あ
の
人
に
お
願
い
し
た
い
な
ん
て
言

葉
は
そ
も
そ
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

　
や
は
り
、技
術
者
も
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
作

曲
家
の
意
図
を
読
み
取
り
な
が
ら
一
緒
に
表

現
す
る
必
要
が
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、技
術
者

一
人
ひ
と
り
に
個
性
が
生
ま
れ
る
。

　
技
術
者
に
よ
る
様
々
な
意
図
の
解
釈
と
表

現
。つ
ま
り
個
性
が
あ
っ
て『
音
楽
』に
な
る
。

　
私
も
そ
ん
な『
音
楽
』が
届
け
ら
れ
る
音
響

技
術
者
に
な
り
た
い
と
心
か
ら
思
う
。



【対象専攻領域】

絵 画

問  題
デッサン

問  題
油 彩 画モチーフを観察し

描きなさい。
モデルとモチーフを
自由に描きなさい。

試験会場

モチーフ試験会場

1 . 木炭紙または木炭紙大の画用紙どちらかを選択すること。
2 . 解答用紙は縦・横どちらで使用してもよい。

a . 問題用紙
b . 解答用紙（木炭紙または画用紙から選択）
c . その他
     1 . 下描き用紙（上質紙・Ｂ4判）
     2 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）
     3 . マスク（フィクサチーフ使用時に、必要に応じて着用しなさい）

1枚
1枚

2枚
1個
1枚

1 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。
2 . 水や火気を使用することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点
の対象となるので注意すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、解答用紙の裏面に天を記入
し、イーゼル番号シールを所定の位置に貼ること。

鉛筆デッサン用具一式または木炭デッサン用具一式
木炭デッサン用下敷用紙（白紙のもの）、フィクサチーフ（定着液）

キャンバスは縦・横どちらで使用してもよい。

a . 問題用紙
b . 解答用キャンバス（F15号）
c . その他
     1 . 下描き用紙（上質紙・B４判）
     2 . 名票
     3 . 名票の扱い方　

1枚
1枚

4枚
1枚
1枚

1 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。
2 . 火気を使用することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点
の対象となるので注意すること。

2 . モデルは20分間のポーズと10分間の休みを繰り返し、午前6ポーズ・午
後6ポーズの計12ポーズとする。

3 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、キャンバスの裏面に天を記入
し、名票とイーゼル番号シールを所定の位置に貼ること。

油彩用具一式（アクリル系も可）
鉛筆および消しゴム（氏名等記入用）

条　件

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

条　件

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

総合的な造形能力を問う出題です。
モデルとモチーフを各自がどのように解釈して画面を作るかによっ
て、色彩・形態による表現力と構成力、描材に対する理解力、出題に
対する自由な発想力、意欲的な制作能力を問います。

作問意図

○出題に対して、明確な目的意識をもって制作できているかどうか。
○総合的な観察力、描写力、発想力、構成力を評価し、豊かな表現に

なっているか。
○意欲的に制作へ取り組んでいるか。
○絵の具と素材の特質を良く活かしているか。
○「条件」を満たしているか。
○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

基礎的な造形能力である形態に対する観察力、描写力、構成力および

豊かな発想力と積極的な表現能力を問います。

作問意図

○基礎的な観察力、描写力、構成力を重視し、豊かな表現になって

いるか。

○モチーフの特性に対して豊かな発想力で、意欲的に取り組んでいるか。

○描画材（鉛筆・木炭）と支持体（紙）の特質を良く活かしているか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

美術学科 絵画専攻領域・実技試験

デッサン（ドローイング）　　 ／油彩画6時間 6時間

出題された翻訳家の仕事をよく理解して読み
解いている。その上で、将来目指すアニメー
ターの仕事や表現に置き換えて、今後大学で
学ぼうとしている、自身の表現の方向性まで
が示された独創的な論述になっている。

教員講評

参考解答

　
私
は
、筆
者
が
述
べ
て
い
る
翻
訳
の
原
文
を

深
く
読
み
込
ん
で
解
釈
し
、そ
の
自
ら
の
読
解

と
日
本
語
を
通
し
て
ま
る
ご
と
書
き
直
す
と

い
う
行
為
は
、私
が
目
指
す
専
門
領
域
で
あ
る

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
現
実
の
物
体
の

運
動
や
、脚
本
を
基
に
し
て
描
く
場
合
の
登
場

人
物
の
心
情
を
紙
な
ど
に
描
い
て
い
く
行
為

に
似
て
い
る
と
思
い
、ま
た
こ
れ
ら
の
行
為

が
、翻
訳
に
お
い
て
も
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
も
本
質
的
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
筆
者
は
、翻
訳
の
際
の
原
文
を
読
む
作
業
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。私
は
物

語
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
描
く
作
業
に
お
い

て
も「
読
む
こ
と
」が
ま
ず
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。物
語
の
中
の
、描
こ
う
と
し
て

い
る
場
面
で
の
登
場
人
物
の
心
理
状
態
を
的

確
に
読
み
と
ら
ね
ば
、適
切
な
動
作
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ず
、物
語
に
と
っ
て
不
適
当
な
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　
ま
た
、「
読
む
こ
と
」は
、動
作
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
重
要
だ
と

言
え
ま
す
。筆
者
は
、バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
動

き
や
そ
の
奥
に
あ
る
も
の
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

読
み
解
き
な
が
ら
、な
お
か
つ
一
緒
に
踊
る
の

が
翻
訳
者
と
喩
え
て
い
ま
し
た
。歩
き
や
走
り

と
い
っ
た
人
体
の
動
作
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
す
る
際
に
は
、表
現
者
自
ら
鏡
の
前
で
そ
の

動
作
を
何
度
も
し
て
み
た
り
、あ
る
い
は
写
真

資
料
を
見
て
み
た
り
し
て
、ど
の
瞬
間
に
体
の

ど
の
部
分
が
ど
う
い
っ
た
位
置
に
ま
で
移
動

す
る
か
を
観
察
し
、読
み
取
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、前
述
の
登
場
人
物
の
心
理
状
態
を
ふ
ま

え
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
際
に
も
、自
ら

の
読
解
を
も
と
に
そ
の
登
場
人
物
の
動
く
さ

ま
を
想
像
し
、そ
の
動
き
を
捉
え
た
う
え
で
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
表
現
者
自
身
が
疑

似
体
験
し
、演
技
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
表
現
者
、ア
ニ

メ
ー
タ
ー
に
憧
れ
、自
ら
も
表
現
者
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、日
頃
か
ら

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
感
動
し
た
際
に
は
、

な
ぜ
こ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
見
る
物
の
心

を
揺
さ
ぶ
る
の
か
、考
察
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。そ
し
て
い
つ
も
、そ
の
考
察
で
辿
り

着
い
た
要
因
の
う
ち
に
は
、必
ず
、表
現
し
た

い
物
に
対
す
る
読
み
取
り
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
と
、そ
し
て
そ

れ
に
よ
っ
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
た

こ
と
で
、基
に
な
る
物
体
の
運
動
や
、登
場
人

物
の
心
情
が
上
手
く
絵
の
動
き
に
変
換
さ
れ

て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
私
は
、英
日
翻
訳
者
の
仕
事

に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
と
、自
ら
が
志
す
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
を
通
じ
、翻
訳

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
、別
の
表
現
形

式
に
、表
現
対
象
を
変
換
す
る
行
為
に
お
け
る

対
象
へ
の
深
い
読
み
と
、そ
れ
を
ふ
ま
え
た
表

現
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。



【対象専攻領域】

絵 画

問  題
デッサン

問  題
油 彩 画モチーフを観察し

描きなさい。
モデルとモチーフを
自由に描きなさい。

試験会場

モチーフ試験会場

1 . 木炭紙または木炭紙大の画用紙どちらかを選択すること。
2 . 解答用紙は縦・横どちらで使用してもよい。

a . 問題用紙
b . 解答用紙（木炭紙または画用紙から選択）
c . その他
     1 . 下描き用紙（上質紙・Ｂ4判）
     2 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）
     3 . マスク（フィクサチーフ使用時に、必要に応じて着用しなさい）

1枚
1枚

2枚
1個
1枚

1 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。
2 . 水や火気を使用することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点
の対象となるので注意すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、解答用紙の裏面に天を記入
し、イーゼル番号シールを所定の位置に貼ること。

鉛筆デッサン用具一式または木炭デッサン用具一式
木炭デッサン用下敷用紙（白紙のもの）、フィクサチーフ（定着液）

キャンバスは縦・横どちらで使用してもよい。

a . 問題用紙
b . 解答用キャンバス（F15号）
c . その他
     1 . 下描き用紙（上質紙・B４判）
     2 . 名票
     3 . 名票の扱い方　

1枚
1枚

4枚
1枚
1枚

1 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。
2 . 火気を使用することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点
の対象となるので注意すること。

2 . モデルは20分間のポーズと10分間の休みを繰り返し、午前6ポーズ・午
後6ポーズの計12ポーズとする。

3 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、キャンバスの裏面に天を記入
し、名票とイーゼル番号シールを所定の位置に貼ること。

油彩用具一式（アクリル系も可）
鉛筆および消しゴム（氏名等記入用）

条　件

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

条　件

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

総合的な造形能力を問う出題です。
モデルとモチーフを各自がどのように解釈して画面を作るかによっ
て、色彩・形態による表現力と構成力、描材に対する理解力、出題に
対する自由な発想力、意欲的な制作能力を問います。

作問意図

○出題に対して、明確な目的意識をもって制作できているかどうか。
○総合的な観察力、描写力、発想力、構成力を評価し、豊かな表現に

なっているか。
○意欲的に制作へ取り組んでいるか。
○絵の具と素材の特質を良く活かしているか。
○「条件」を満たしているか。
○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

基礎的な造形能力である形態に対する観察力、描写力、構成力および

豊かな発想力と積極的な表現能力を問います。

作問意図

○基礎的な観察力、描写力、構成力を重視し、豊かな表現になって

いるか。

○モチーフの特性に対して豊かな発想力で、意欲的に取り組んでいるか。

○描画材（鉛筆・木炭）と支持体（紙）の特質を良く活かしているか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

美術学科 絵画専攻領域・実技試験

デッサン（ドローイング）　　 ／油彩画6時間 6時間

出題された翻訳家の仕事をよく理解して読み
解いている。その上で、将来目指すアニメー
ターの仕事や表現に置き換えて、今後大学で
学ぼうとしている、自身の表現の方向性まで
が示された独創的な論述になっている。

教員講評

参考解答

私
は
、筆
者
が
述
べ
て
い
る
翻
訳
の
原
文
を

深
く
読
み
込
ん
で
解
釈
し
、そ
の
自
ら
の
読
解

と
日
本
語
を
通
し
て
ま
る
ご
と
書
き
直
す
と

い
う
行
為
は
、私
が
目
指
す
専
門
領
域
で
あ
る

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
現
実
の
物
体
の

運
動
や
、脚
本
を
基
に
し
て
描
く
場
合
の
登
場

人
物
の
心
情
を
紙
な
ど
に
描
い
て
い
く
行
為

に
似
て
い
る
と
思
い
、ま
た
こ
れ
ら
の
行
為

が
、翻
訳
に
お
い
て
も
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
も
本
質
的
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

筆
者
は
、翻
訳
の
際
の
原
文
を
読
む
作
業
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。私
は
物

語
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
描
く
作
業
に
お
い

て
も「
読
む
こ
と
」が
ま
ず
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。物
語
の
中
の
、描
こ
う
と
し
て

い
る
場
面
で
の
登
場
人
物
の
心
理
状
態
を
的

確
に
読
み
と
ら
ね
ば
、適
切
な
動
作
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ず
、物
語
に
と
っ
て
不
適
当
な
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら

で
す
。

ま
た
、「
読
む
こ
と
」は
、動
作
を
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
重
要
だ
と

言
え
ま
す
。筆
者
は
、バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
動

き
や
そ
の
奥
に
あ
る
も
の
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

読
み
解
き
な
が
ら
、な
お
か
つ
一
緒
に
踊
る
の

が
翻
訳
者
と
喩
え
て
い
ま
し
た
。歩
き
や
走
り

と
い
っ
た
人
体
の
動
作
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
す
る
際
に
は
、表
現
者
自
ら
鏡
の
前
で
そ
の

動
作
を
何
度
も
し
て
み
た
り
、あ
る
い
は
写
真

資
料
を
見
て
み
た
り
し
て
、ど
の
瞬
間
に
体
の

ど
の
部
分
が
ど
う
い
っ
た
位
置
に
ま
で
移
動

す
る
か
を
観
察
し
、読
み
取
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、前
述
の
登
場
人
物
の
心
理
状
態
を
ふ
ま

え
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
際
に
も
、自
ら

の
読
解
を
も
と
に
そ
の
登
場
人
物
の
動
く
さ

ま
を
想
像
し
、そ
の
動
き
を
捉
え
た
う
え
で
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
表
現
者
自
身
が
疑

似
体
験
し
、演
技
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
表
現
者
、ア
ニ

メ
ー
タ
ー
に
憧
れ
、自
ら
も
表
現
者
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、日
頃
か
ら

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
感
動
し
た
際
に
は
、

な
ぜ
こ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
見
る
物
の
心

を
揺
さ
ぶ
る
の
か
、考
察
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。そ
し
て
い
つ
も
、そ
の
考
察
で
辿
り

着
い
た
要
因
の
う
ち
に
は
、必
ず
、表
現
し
た

い
物
に
対
す
る
読
み
取
り
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
と
、そ
し
て
そ

れ
に
よ
っ
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
た

こ
と
で
、基
に
な
る
物
体
の
運
動
や
、登
場
人

物
の
心
情
が
上
手
く
絵
の
動
き
に
変
換
さ
れ

て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
私
は
、英
日
翻
訳
者
の
仕
事

に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
と
、自
ら
が
志
す
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考
え
を
通
じ
、翻
訳

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
、別
の
表
現
形

式
に
、表
現
対
象
を
変
換
す
る
行
為
に
お
け
る

対
象
へ
の
深
い
読
み
と
、そ
れ
を
ふ
ま
え
た
表

現
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。



水の入ったガラスの反射や透過、映り込みによって作られた変容する空間を丁寧に観察し描かれた作品で
ある。基礎的な描写力や構成力に加え、セットされたモチーフが持つ空気感もしっかりと受け取り、画面に
表現している。絵の具の物質感に加え、画面全体の色合などバランスの取れた作品である。

教員講評

よく考えられた構図と、画材の特質を巧みに用いた絵肌から、絵
画を学ぶ上での卓越した資質を持つ人物であることがわかる。
デッサンでは、空間に在るモチーフを細やかな観察眼で読み解き
ながら、平面上の明暗の変化によるリズム良い画面へと置き換え
ている。油彩画でも色彩の変化を追いながら真摯に形態を描い
ているが、主題となる人物が画面から観る側へ迫り過ぎた感があ
る。背景との調和や関係もさらに気をつけるといいだろう。大学
では、絵画の可能性を大いに広げる冒険的試みへと挑戦して欲
しいと感じる優れた解答である。

教員講評



水の入ったガラスの反射や透過、映り込みによって作られた変容する空間を丁寧に観察し描かれた作品で
ある。基礎的な描写力や構成力に加え、セットされたモチーフが持つ空気感もしっかりと受け取り、画面に
表現している。絵の具の物質感に加え、画面全体の色合などバランスの取れた作品である。

教員講評

よく考えられた構図と、画材の特質を巧みに用いた絵肌から、絵
画を学ぶ上での卓越した資質を持つ人物であることがわかる。
デッサンでは、空間に在るモチーフを細やかな観察眼で読み解き
ながら、平面上の明暗の変化によるリズム良い画面へと置き換え
ている。油彩画でも色彩の変化を追いながら真摯に形態を描い
ているが、主題となる人物が画面から観る側へ迫り過ぎた感があ
る。背景との調和や関係もさらに気をつけるといいだろう。大学
では、絵画の可能性を大いに広げる冒険的試みへと挑戦して欲
しいと感じる優れた解答である。

教員講評



デッサンはモチーフ全体を入れた構図でオーソドックスだが空間感も良く出ていて基礎力がある。油彩画は逆
に固有色を排し、台と人物が一体化するような大胆な発想でシュールレアリズムを意識していると感じるが、
画面を大きく２色に分けた構図や全体と細部の描き込みなど作画へのこだわりもうかがえ評価できる。

教員講評
デッサンは、布の厚みや金属の光沢などの質感表現に向けてしつ
こく手が入っているところに好感が持てる。また、そのままでは大
きく空いてしまう画面上部に奥の受験生を描き入れてバランスを
取るなど、構成力も優れている。油彩画は、出題されたモチーフの
色彩には反応していないが、物をよく観察し丁寧に描き分けてい
る。モデル以外のモチーフを取捨選択して構成しつつ自然な空間
表現ができており、デッサン力の確かさが確認できる。

教員講評



デッサンはモチーフ全体を入れた構図でオーソドックスだが空間感も良く出ていて基礎力がある。油彩画は逆
に固有色を排し、台と人物が一体化するような大胆な発想でシュールレアリズムを意識していると感じるが、
画面を大きく２色に分けた構図や全体と細部の描き込みなど作画へのこだわりもうかがえ評価できる。

教員講評
デッサンは、布の厚みや金属の光沢などの質感表現に向けてしつ
こく手が入っているところに好感が持てる。また、そのままでは大
きく空いてしまう画面上部に奥の受験生を描き入れてバランスを
取るなど、構成力も優れている。油彩画は、出題されたモチーフの
色彩には反応していないが、物をよく観察し丁寧に描き分けてい
る。モデル以外のモチーフを取捨選択して構成しつつ自然な空間
表現ができており、デッサン力の確かさが確認できる。

教員講評



デッサンの植物の動きや位置関係を大胆に中心に置いた構図は、画面の重さや他のモチーフの質感を際
立たせる役割も成した。技術的にはキャリアの浅さは感じるが、意志の強さを感じる。油彩画もモデルを左
に置き、奥にある植木鉢と金属の缶を上手く使って構図に奥行きを作っている。明度差で画面を作り、色調
が少し重く濁ってしまっているのは残念だが、これからの努力に期待したいと思う。

教員講評
デッサンは、モチーフのそれぞれの形態感も良く描き出されている。各モチーフ相互の空間的な関係、奥行きの表現などについても工
夫が見られる。形態と空間が有機的に一体化され、画面全体に独特の運動感が醸し出されているところがユニークである。油彩画
は、人物、物の表し方に斑（まだ）ら状の特徴的な形象が用いられている。冒険的とも言える大胆な表現方法は、個々の部分をバラバ
ラにしてしまうようでいて、不思議な結びつきの感覚をもたらしている。その挑戦的な表現への姿勢は評価に値する。

教員講評



デッサンの植物の動きや位置関係を大胆に中心に置いた構図は、画面の重さや他のモチーフの質感を際
立たせる役割も成した。技術的にはキャリアの浅さは感じるが、意志の強さを感じる。油彩画もモデルを左
に置き、奥にある植木鉢と金属の缶を上手く使って構図に奥行きを作っている。明度差で画面を作り、色調
が少し重く濁ってしまっているのは残念だが、これからの努力に期待したいと思う。
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デッサンは、モチーフのそれぞれの形態感も良く描き出されている。各モチーフ相互の空間的な関係、奥行きの表現などについても工
夫が見られる。形態と空間が有機的に一体化され、画面全体に独特の運動感が醸し出されているところがユニークである。油彩画
は、人物、物の表し方に斑（まだ）ら状の特徴的な形象が用いられている。冒険的とも言える大胆な表現方法は、個々の部分をバラバ
ラにしてしまうようでいて、不思議な結びつきの感覚をもたらしている。その挑戦的な表現への姿勢は評価に値する。

教員講評



デッサン、油彩画共に素朴な印象を受けるが、よく見ていくと細部まで丁寧に観察し描かれており、画面全
体にまで神経が行き届いていることが分かる。しかしその反面、表現の幅が狭く画面が単調になっている。
質感の描き分けや画材の扱いにも気を配る必要がある。

教員講評

デッサン、ドローイングともに描き慣れた印象。デッサンは冒険をせず与えられたモチーフを丁寧に描写してい
るが、基礎力があることがわかる。油彩画はモチーフの色とりどりのボールを弾んでいるように扱うことで、積
極的に画面の抽象性を意識しながら構成しようとしていることは評価できる。

教員講評



デッサン、油彩画共に素朴な印象を受けるが、よく見ていくと細部まで丁寧に観察し描かれており、画面全
体にまで神経が行き届いていることが分かる。しかしその反面、表現の幅が狭く画面が単調になっている。
質感の描き分けや画材の扱いにも気を配る必要がある。

教員講評

デッサン、ドローイングともに描き慣れた印象。デッサンは冒険をせず与えられたモチーフを丁寧に描写してい
るが、基礎力があることがわかる。油彩画はモチーフの色とりどりのボールを弾んでいるように扱うことで、積
極的に画面の抽象性を意識しながら構成しようとしていることは評価できる。

教員講評



【対象専攻領域】

彫 刻

「ヘルメス胸像」を
描きなさい。

石膏デッサンを描かせることにより、基本的なデッサン力を問います。

作問意図

○画面構成、空間や形および量感等の理解と表現力があるか。

○彫刻への理解力があるか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

ヘルメス胸像試験会場

自分の手と与えられた
モチーフを組み合わせ
自由に塑造しなさい。

塑造を制作させることで、塑造力と独自の表現力と客観的な観察

能力を問います。

作問意図

○モチーフの持つ特徴を把握し、それを表現する能力はあるか。

○構成力、観察力などの総合的な塑造力はあるか。

○総合的な塑造力を踏まえた上で独自の表現力があるか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

配付物 モチーフ

問  題
石膏デッサン

問  題
塑 造

1 . 木炭または鉛筆のどちらか一つを選択すること。
2 . 木炭紙または木炭紙大の画用紙どちらかを選択すること。
3 . 解答用紙は縦に使うこと。

a . 問題用紙
b . 解答用紙（木炭紙または、画用紙）
c . その他
     1 . 下描き用紙（上質紙・B4判）
     2 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）
     3 . 名票
     4 . 名票の扱い方
     5 . マスク（フィクサチーフ使用時に、必要に応じて着用しなさい）　

1枚
1枚

1枚
1個
1枚
1枚
1枚

1 . 本学が用意した以外の画板を使用することを禁止する。
2 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。
3 . 水や火気を使用することを禁止する。

1. 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点の対
象となるので注意すること。

2. 席を離れて石膏像を観察するときは、他の受験生の迷惑にならないようにすること。
3. 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票とイーゼル番号シールを解答

用紙裏面の所定の位置に貼ること。

鉛筆デッサン用具一式または木炭
デッサン用具一式
木炭デッサン用下敷用紙（白紙のも
の）、フィクサチーフ（定着液）、鉛筆お
よび消しゴム（氏名等記入用）

1 . 解答用塑造板の範囲内から作品が出ないようにすること。
2 . 道具は配付されたもののみ使用すること。

1 . 水や火気を使用することを禁止する。（但し、作品乾燥防止用の霧吹き
の使用可）

2 . 持参した資料や図版を見て制作することを禁止する。
3 . 椅子から離れることを禁止する。
4 . 配付されたモチーフを意図的に破損・開封することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点
の対象となるので注意すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票とイーゼル番号シールを
所定の位置に貼ること。

鉛筆および消しゴム（氏名等記入用）

大変美しいデッサンとなっている。木炭の色も素晴らしく美しく、
逆光の処理も適切である。量感もしっかりとらえられており、奥行や
空間性を感じる良いデッサンである。

教員講評

バランスの取れた美しいデッサンとなっている。首の周りの解釈がやや雑に
なっているところと、全体的にもう少し描きこみがあるとよかったと思う。

教員講評

石膏デッサン

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

条　件

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

条　件

a . 問題用紙
b . 解答用塑造板
    （45cm×45cm 合板）
c . 水粘土（10kg）
d . 道具
     1 . 鉄ベラ
     2 . 木ベラ
     3 . カキベラ
     4 . 木割

1枚

1枚

1本
1本
1本
1個

e . モチーフ
    砂の入ったビニール袋
f . その他
     1 . 名票
     2 . 紙コップ

      （削りクズ入れとして使用しなさい）
     3 . 下描き用紙（上質紙・Ａ4判）
     4 . 霧吹き

    1個

1枚

1個
2枚
1個

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

美術学科 彫刻専攻領域・実技試験

石膏デッサン　　 ／塑造6時間 3時間

〈木炭〉

〈鉛筆〉

躍動感があり力強いデッサンとなっている。首の周り込みの描写がもう少し
進んでいると、なお良いデッサンになったと思う。

教員講評

〈木炭〉



【対象専攻領域】

彫 刻

「ヘルメス胸像」を
描きなさい。

石膏デッサンを描かせることにより、基本的なデッサン力を問います。

作問意図

○画面構成、空間や形および量感等の理解と表現力があるか。

○彫刻への理解力があるか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

ヘルメス胸像試験会場

自分の手と与えられた
モチーフを組み合わせ
自由に塑造しなさい。

塑造を制作させることで、塑造力と独自の表現力と客観的な観察

能力を問います。

作問意図

○モチーフの持つ特徴を把握し、それを表現する能力はあるか。

○構成力、観察力などの総合的な塑造力はあるか。

○総合的な塑造力を踏まえた上で独自の表現力があるか。

○「条件」を満たしているか。

○「禁止事項」に記載された行為をしていないか。

評価のポイント

配付物 モチーフ

問  題
石膏デッサン

問  題
塑 造

1 . 木炭または鉛筆のどちらか一つを選択すること。
2 . 木炭紙または木炭紙大の画用紙どちらかを選択すること。
3 . 解答用紙は縦に使うこと。

a . 問題用紙
b . 解答用紙（木炭紙または、画用紙）
c . その他
     1 . 下描き用紙（上質紙・B4判）
     2 . 紙コップ（削りクズ入れとして使用しなさい）
     3 . 名票
     4 . 名票の扱い方
     5 . マスク（フィクサチーフ使用時に、必要に応じて着用しなさい）　

1枚
1枚

1枚
1個
1枚
1枚
1枚

1 . 本学が用意した以外の画板を使用することを禁止する。
2 . 持参した資料や図版を見て描くことを禁止する。
3 . 水や火気を使用することを禁止する。

1. 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点の対
象となるので注意すること。

2. 席を離れて石膏像を観察するときは、他の受験生の迷惑にならないようにすること。
3. 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票とイーゼル番号シールを解答

用紙裏面の所定の位置に貼ること。

鉛筆デッサン用具一式または木炭
デッサン用具一式
木炭デッサン用下敷用紙（白紙のも
の）、フィクサチーフ（定着液）、鉛筆お
よび消しゴム（氏名等記入用）

1 . 解答用塑造板の範囲内から作品が出ないようにすること。
2 . 道具は配付されたもののみ使用すること。

1 . 水や火気を使用することを禁止する。（但し、作品乾燥防止用の霧吹き
の使用可）

2 . 持参した資料や図版を見て制作することを禁止する。
3 . 椅子から離れることを禁止する。
4 . 配付されたモチーフを意図的に破損・開封することを禁止する。

1 . 条件に反している、または禁止事項にあたると判断された場合には、減点
の対象となるので注意すること。

2 . 試験終了後、監督者の指示にしたがって、名票とイーゼル番号シールを
所定の位置に貼ること。

鉛筆および消しゴム（氏名等記入用）

大変美しいデッサンとなっている。木炭の色も素晴らしく美しく、
逆光の処理も適切である。量感もしっかりとらえられており、奥行や
空間性を感じる良いデッサンである。

教員講評

バランスの取れた美しいデッサンとなっている。首の周りの解釈がやや雑に
なっているところと、全体的にもう少し描きこみがあるとよかったと思う。

教員講評

石膏デッサン

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

作 問 意 図 と 評 価 の ポ イ ント

条　件

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

条　件

a . 問題用紙
b . 解答用塑造板

（45cm×45cm 合板）
c . 水粘土（10kg）
d . 道具
     1 . 鉄ベラ
     2 . 木ベラ
     3 . カキベラ
     4 . 木割

1枚

1枚

1本
1本
1本
1個

e . モチーフ
    砂の入ったビニール袋
f . その他
     1 . 名票
     2 . 紙コップ

（削りクズ入れとして使用しなさい）
     3 . 下描き用紙（上質紙・Ａ4判）
     4 . 霧吹き

    1個

1枚

1個
2枚
1個

配 付 物

禁止事項

注　意

持参用具

美術学科 彫刻専攻領域・実技試験

石膏デッサン　　 ／塑造6時間 3時間

〈木炭〉

〈鉛筆〉

躍動感があり力強いデッサンとなっている。首の周り込みの描写がもう少し
進んでいると、なお良いデッサンになったと思う。

教員講評

〈木炭〉



力強く存在感のあるデッサンとなっている。特に量感の把握が優れて
おり、魅力的なデッサンとなっている。木炭の色調がやや単調になり
かけているが、大きな問題とは言えないと思う。

教員講評

非常にバランスが取れており、大変美しいデッサンである。木炭の色、描き込み、
量感といったもののバランスが良く、魅力的なものとなっている。構図がやや右
に偏った点が残念なところである。

教員講評

塑造板を斜めに使い、絶妙なモチーフ
の配置がなされている。柔らかな手の
表情を丁寧に観察し、つくり込むこと
により、水平と垂直というシンプルな構
成の中に豊かな空間を出現させること
に成功している。

教員講評

モチーフの意図をよく探り表情豊かな
作品になっている。手首の切り口を上
に向けた難しい構成であるが、柔らか
く空間をとらえることによりスケール感
が出ている。丁寧な観察が行われた存
在感の強い作品になった。

教員講評

触覚的な力強い作品である。モチーフ
に対する観察が感覚的に行われ、粘土
のやり取りに作者の呼吸が伝わってく
る。ただ構成が少し単純で空気が止
まって見える。モチーフの動きや地山と
の接点などの関係を工夫できるとさら
に魅力的になるだろう。

教員講評

石膏デッサン 塑　造

〈木炭〉

〈木炭〉

バランスの良いデッサンである。構図もよく、安定している。木炭のトーンが
やや単調になっていることと、描きこみがやや不足している点が残念である。

教員講評

〈木炭〉



力強く存在感のあるデッサンとなっている。特に量感の把握が優れて
おり、魅力的なデッサンとなっている。木炭の色調がやや単調になり
かけているが、大きな問題とは言えないと思う。

教員講評

非常にバランスが取れており、大変美しいデッサンである。木炭の色、描き込み、
量感といったもののバランスが良く、魅力的なものとなっている。構図がやや右
に偏った点が残念なところである。

教員講評

塑造板を斜めに使い、絶妙なモチーフ
の配置がなされている。柔らかな手の
表情を丁寧に観察し、つくり込むこと
により、水平と垂直というシンプルな構
成の中に豊かな空間を出現させること
に成功している。

教員講評

モチーフの意図をよく探り表情豊かな
作品になっている。手首の切り口を上
に向けた難しい構成であるが、柔らか
く空間をとらえることによりスケール感
が出ている。丁寧な観察が行われた存
在感の強い作品になった。

教員講評

触覚的な力強い作品である。モチーフ
に対する観察が感覚的に行われ、粘土
のやり取りに作者の呼吸が伝わってく
る。ただ構成が少し単純で空気が止
まって見える。モチーフの動きや地山と
の接点などの関係を工夫できるとさら
に魅力的になるだろう。

教員講評

石膏デッサン 塑　造

〈木炭〉

〈木炭〉

バランスの良いデッサンである。構図もよく、安定している。木炭のトーンが
やや単調になっていることと、描きこみがやや不足している点が残念である。

教員講評

〈木炭〉



つくり込みも構成も心地の良い緊張感
を持った作品である。砂袋と手という2
つのモチーフであるが、砂袋の設置面や
重心の扱い方に工夫が見られ、構成に
もオリジナリティがある。客観性と独自
性のバランスの良い秀作である。

教員講評

両手で砂袋を抱える構成には物語性を
感じる。短時間にもかかわらずしっかり
とつくり込まれた作品には、造形的にも
説得力がある。微妙に揺らいだ砂袋の
重心や地面からの立ち上がりにできる
空間が、絶妙な緊張感をあたえている。

教員講評

少々荒削りでモチーフ自体の表情は乏
しいところも見受けられるが、一瞬の動
静を捉える視点が魅力的である。結果と
して、今にも動き出しそうな緊張感のあ
る構成ができた。塑造板の上を流れる
空気が心地よい。

教員講評

塑　造

2020年度

国語

英語

現代社会

デザイン学科

一 般 入学試 験  学科 試 験 問 題

3科目から2科目を選択

マークシート解答方式

試験時間 ： 2時間

※2019年度以前の学科試験問題は、下記の本学webサイトを参照してください。

　https://www.zokei .ac . jp/admission/pastquestions/




